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平成24年度の国庫補助事業による市内遺跡発掘調査の成果を報告いたします。

本調査事業は,国と都から補助金をいただき,主に個人住宅の建設に伴う事

前調査と民間開発事業に伴う試掘・確認調査を行っているものです。

調査の中には,比較的小規模なものもありますが,縄文時代の住居跡から土

器や石器,奈良・平安時代の瓦や土器,さらに伝鎌倉街道の一部等が発見され,

人々の活発な生活の痕跡が明らかになっています。これらの調査成果が,広く

学校教育や社会教育の場で活用されることを期待しております。

最後になりましたが,この調査や報告にあたって,多大な御理解と御協力を

賜りました事業者をはじめ関係者の皆様に対し,心より御礼申し上げます。

平成26年3月31日

国分寺市教育委員会

教育長 松井 敏夫
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1,本書は,東京都国分寺市において国分寺市教育委員会が平成24年度国庫補助事業として実施した市内

遺跡発掘調査の報告書である。調査対象遺跡は,個人住宅建設に伴う本発掘調査および,集合住宅建設

等に伴う確認調査が必要となった5遺跡22地点,その他,周知の遺跡(埋蔵文化財包蔵地)外における

遺跡の有無を確認する試掘調査1地点である。

2.調査費(平成24年度)および出上品等整理・報告書作成費(平成25年度)は「国宝重要文化財等保

存整備費補助金」を得て実施した。費用の負担割合は,国1/2,都1/2,市1/4である。

3.発掘調査は国分寺市教育委員会が調査主体となり,国分寺市遺跡調査会(調査団長坂詰秀一)に委託

して調査を行った。調査担当は,国分寺市教育委員会教育部ふるさと文化財課史跡係係長依田亮一,同

係上敷領久,中道誠,寺前めぐみ,中元幸二である。

4,発掘調査および遺物・資料整理作業,報告書作成業務は,同課職員の他,下記の国分寺市遺跡調査会,

国分寺市シルバー人材センター,国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア(史跡発掘ボランティア)

が従事した。(五十音順・敬称略)

青山達夫,井口正利,伊藤直美,大塚敦子,大羽正子,小野祐子,桂弘美,佐々木義身,佐藤令,島田智博,

相馬しのぶ,高橋より子,平塚恵介,藤崎努,山口啓子

5.本書の執筆は,中道(第1～3章)・上敷領(第2章第8・9・11～20・22・23・26～28出土遺物観察表)

が担当し,依田,中元がこれを補佐した。

6.本書の挿図・表等の作成は,マイクロソフト社「ワード」・「エクセル」,アドビ社「イラストレーター」・

「フォトショップ」の各ソフトを用いた。

7.発掘調査および整理作業,報告書作成の過程で,下記の方々からご教示やご協力を賜りました。記し

て感謝いたします。(五十音順・敬称略)

東京都教育庁地域教育支援部管理課,梅山伸二・小此木ヒサエ・梶木義治・上村雄三・佐々木義身・

田中康敬・藤野敬文(国分寺市文化財愛護ボランティア),中山真治



凡 例

1.国分寺市では,No.10・19遺跡である武蔵国分寺跡(僧

尼寺)の広大な範囲を統一して調査するため,局地座標系を

用いている。座標原点は,僧寺の伽藍中軸線を基準に,金堂

中心の北26.276mの中軸線上の点(コンクリート埋設)で

ある。僧寺中軸線は,それぞれ真北から7゜ 07′ 01′,磁

北からO゜ 37′ 01″西偏する。この座標原点を中心に,象

限をI～Ⅳに大別し,中心点からの距離をN・S・E・Wで

表す。さらに,本文中および図面のグリッド表示の数字は,

南と西に接する基準線に与えた記号の組み合わせにより呼称

する。東西基準線はアルファベット2文字で表す。1文字目

は原点をAとし,60mごとにB・C・D・・・とふり,2文字目

はその内を3mごとに20区に分けA～Tとふった。南北基

準線は数字で表し,原点をOとし,以F東西ともに3mごと

に1・2・3・・・とふった。なお,遺跡記号はMKにⅠ～Ⅳの

各象限を続けたものに調査次数を付して表示している。

(W240)(W180)(Wl20)(W60)

%0m

ヒ「＾lⅢ1n\

「BA(N60)

旨BA(S60)

EA(8240)

(E60)(E120)(El80)(E240)

武蔵国分寺跡の調査基準線

2.上記以外の市内遺跡の座標は世界測地系の第9系を用いる。ただし,その基準点は平成23年3月11日の

東北地方太平洋沖地震の影響を受けて変動しているため,従来の測量成果を使用している。

3.国分寺市域で用いる層位区分は,表土(Ⅰ層)下の黒褐色土を,より黒色味が強い上層(Ⅱ層)とローム

層への漸移層である下層(Ⅲ層)に細分している。そのため,黒色土をⅡ層,Ⅲ層以下をローム層にあてる一

般的な立川ローム層の区分とは呼称が異なっていろ。今回報告する調査区は武蔵野段丘面と立川段丘面とに存

在するが,堆積土は下記のとおりほぼ共通した層序を示す。

Ⅰ層 表土・近現代盛土および,耕作土。層厚30～50cmg

Ⅱ層 黒褐色土。粒子が粗い。しまりはやや弱い。粘性は弱い。古代～中世の遺物を包含し,古代の遺構堆

積土に似る。層厚約10～15cmだが,市内ではすでに削平されていることが多い。

Ⅲa層 黒褐色土。粒子はやや粗い。粘性はやや弱い。層厚約10～15cm0本来であれば,古代の遺構確認

面であるが,Ⅱ層と類似した上質からこの下層において検出することが多い。

Ⅲb層 暗褐色土。Ⅲa層より明度が高く,褐色味が強くなる。

軟質で粘性やや弱いが,Ⅲc層に近づくに連れて粘性が強くなる。

縄文時代中期の遺物を包含する。層厚約30～40cmo

Ⅲc層 茶褐色土・暗黄褐色土。縄文時代早・前期の遺物を包

含する。ローム層への漸移層で,赤色スコリアを多量に含む。層

厚約10 15cm0

Ⅳ層 黄褐色土。ソフトローム。Ⅴ層との境は凹凸が激しい。

層厚約15～25cmg

Va層 黄褐色土。ハードローム。色調によってa・bの2層

に分けられる。下層にいくに従い黄色味薄くなり灰褐色味を帯び

てくる。漸移的に変化する。赤色・黒色スコリアを多量に含む。

部分的にVb層と中間の色調を有する部分がVb層上部にある。

Vb層 暗灰褐色土。ハードローム。色調はVaとⅥ層の中間。

Ⅵ層 暗褐色土。立川ローム第一黒色帯。スコリアは細かく,

全体に粒子緻密。やや粘性増す。
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Ⅶ層 黄褐色土。黄色味強く明るい。Ⅷ層へは漸移的に移行し境やや不明瞭。削るとジャリジャリする(A

T層)。

Ⅷa層 褐色土。立川第二黒色帯。成分的にはⅦ層下部に似て,やや暗くなり始めるところから本層とし,

削るとジャリジャリする。

Ⅷb層 暗褐色土。立川第二黒色帯。さらに暗くなる。粒子細かく,緻密になり粘性がでてくる。

Ⅷc層 暗褐色上。立川第二黒色帯。緻密で粘性が強くなる。

Ⅷd層 Ⅷ層からⅨ層への漸移層

Ⅸ層 黒褐色土。立川第二黒色帯。より黒色味が増し,細粒で,下部にいくに従い,緻密となり,粘性が強

くなる。下部の5～10cmはX層の影響か明るい部分もある。

X層 黄褐色土。粒子極めて細かく,緻密で粘性のあるローム。

4.調査における写真記録は,原則2種類の35mmフィルム(カラーポジ・モノクロネガ)とデジタルカメラ

を併用して行った。また,場合によっては中判フィルム(モノクロネガ)にて記録した。

5,現地での記録図面については,全体図は1/100,遺構平面図は1 /20,断面図は1/20で統一している。

6.調査地位置図・遺構図面は,図面上が座標北である。縮尺は適宜スケールバーで示した。調査位置図は,

縮尺を1/2,500に統一した。また,土層断面図および柱状図の縮尺は1/40に統一した。

7,遺跡名については,No.10・19遺跡以外の調査については,Kに遺跡番号を続けたものに次数を付して表

示している。

8.遺構は遺跡ごとにほぼ発見順に連続番号を付し,下記の遺構記号を冠して表示する。また,縄文時代の遺

構は遺構番号末尾にJを付して区別し,Pは遺構記号の後ろにJを付して歴史時代の遺構と区別する。

SI:竪穴住居 SD:溝 SF:道路 SK:土坑 SX:性格不明遺構 P:小穴

9.遺物は各調査において種別毎に連続番号を付し,下記の遺物記号を冠して表示する。

歴史時代

上器類 PH:土師器 PK:須恵器 PL:土師質土器 PN:灰釉陶器 PT:中近世陶器

瓦博類 KC:男瓦 KD:女瓦 KH:博

石製品 GL:砥石

金属類 MY:鉄滓

縄文時代

土器類 JE:中期前半 JF:中期後半 JJ:時期不明

土製品 DE:土製円板

石器類 AG:打製石斧 AT:剥片

10.遺物の縮尺は次のとおりに統一し,適宜スケールバーで示した。また,写真図版についても,おおむね下

記のスケールに統一している。

土器類 1/3 瓦 1/4 鉄滓 1/2 縄文時代石器 1/3

比遺物の記述については一覧表とし,原則として図面番号順に列記してある。遺物観察表における法量のうち,

完存しているものは括弧なしで全長数値を表し,( )は残存数値,(( ))は復元数値を表す。「?」は計

測できないものを表す。
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第105図調査区全景(北から)

第106図MK I?687調査地全体図(1 / 250)・断面

図(1 / 40)

第107図MK I?688調査地位置図

第108図MK I?688調査地全体図(1 / 400)・断面

図(1/40)

第109図Aトレンチ全景(南から)
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第112図出土遺物写真
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第121図調査区全景(北から)
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第128図MKⅢ?694調査区平面図(1 / 60)

第129図調査区全景(北西から)

第130図調査区全景(北から)

第131図SD34・335,SF5確認状況(西から)
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第133図SF5確認状況北側近影(東から)

第134図SF5確認状況南側近影(東から)

第135図出土遺物実測図(歴史時代土器1/3)

第136図出土遺物写真

第137図K 20- 4調査地位置図

第138図K 20- 4調査地全体図(i / 400)

第139図調査区全景(北から)

第140図出土遺物実測図(縄文土器1/3)

第141図出土遺物写真

第142図K 37- 9調査地位置図
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ら)

第145図 Bトレンチ調査区全景(北から)

第146図K37-9調査地全体図(1 / 300)・土層柱

状図垂直(1 / 100)・水平(1 / 300)・断

面図(1 / 60)

第147図K 58- 2調査地位置図

第148図K 58- 2調査地全体図(1 / 250)

第149図東山道武蔵路推定通過ライン

第150図Aトレンチ全景(南から)

第151図Bトレンチ全景(東から)

第152図 Cトレンチ全景(南から)

第153図東恋ケ窪6-10-5地点調査地位置図

第154図東恋ケ窪6-10-5地点調査地全体図

(1/250)

第155図調査区全景(東から)
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第1章 埋蔵文化財行政のあらまし

国分寺市は,通称「ハケ」 と呼ばれる国分寺崖線を境として,地形的に北と南に分けられて

います。国分寺崖線は,古多摩川が武蔵野台地を10万年以上の歳月をかけて削りとって形成

された河岸段丘の連なりを指し,東西の長さは約30kmにわたります。北と南の標高差(崖高)

は10～20mをはかります。崖面には樹林や湧水などの豊かな自然環境が見られ,この崖線上

を武蔵野段丘,崖下を立川段丘と呼んでいます。立川段丘は約4～5万年前に形成されました

が,本多谷・殿ケ谷戸谷・さんや谷・恋ケ窪谷のようにいくっもの溺れ谷が残っているため,

崖線下から湧く水はこれらの谷を通って集まり野川となります。

こうした起伏に富む豊かな自然環境のもと,野川を中心に市内には人類が日本列島に住み始

めた旧石器時代以来の生活痕跡が多く残されています。そして,奈良時代には,市名の由来と

なった武蔵国分寺が国分寺崖線を背にして建立されました。

先人がこの土地に残した遺構や遺物(埋蔵文化財)を保存・活用し,現在を生きる私たちの

文化的向上に役立てていくことは大切なことです。「文化財保護法」(以下「法」という)では,

国や地方公共団体に対し,遺跡である「埋蔵文化財を包蔵する土地」(以下「包蔵地」 という)

を的確に把握し,周知の徹底に努めるように求めています(法第95条第1項)810

国分寺市では,現在58か所の包蔵地が確認されています。そのうち,武蔵国分寺跡の中枢

部周辺と,東山道武蔵路の一部については,国の史跡に指定されています。

包蔵地の範囲内で土木工事を行う場

合には,埋蔵文化財保護の観点から, ;巴一下】

法に基づいて,着手しようとする日の )くニニr

60日前までに届出(法第93条第1項)82,

もしくは通知(法第94条第1項戸3を

行う必要があります。

届出(通知)は国分寺市教育委員会

を通して東京都教育委員会に進達され,

工事が埋蔵文化財に与える影響を考慮

して必要な措置が都から届け出者に対

して指示されます。

市内では,地表からおよそ40～

100cm下に遺構が眠っており,工事が

これより深い場合は埋蔵文化財の保存

に影響が及ぶ可能性があります。その

影響が軽微な場合には,市職員の立会

のもとに工事を行います(立会調査)。

埋蔵文化財が壊される可能性があると

判断される場合,遺跡の状況を探る確

べ

;づ
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第1図 国分寺市の地形模式図
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第1章 埋蔵文化財行政のあらまし

認調査を行い,その結果,事業者と協議の上でやむを得ず開発により遺跡を壊すことになった

場合には,事前に記録保存調査を行います(本調査・事前調査)。その費用については原因者

に負担をお願いしています。

国指定史跡(武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡)内で工事などによって現状を変更する場合

については,文化庁長官の許可を受けなければなりません(法第125条)ゞ4oまた,同工事によっ

て地下を掘削する場合は,さらに埋蔵文化財発掘の届出もしくは通知の提出が必要となります。

※文化財保護法抜粋(昭和25年5月30日法律第214号・最終改正 平成23年5月2日法律第37号)

※1 (埋蔵文化財包蔵地の周知)第95条第1項

国及び地方公共団体は周知の埋蔵文化財包蔵地について,資料の整備その他その周知の徹底を図るために必

要な措置の実施に努めなければならない。

※2 (土木工事のために発掘に関ずる届出及び指示)第93条第1項

土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で,貝づか,古墳その他の埋蔵文化財を包蔵する土地として周

知されている土地(以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」 という。)を発掘しようとする場合には,前条第1項の

規定を準用する。この場合において同項中「30日前」 とあるのは,「60日前」 と読み替えるものとする。(調

査のための発掘に関する届出,指示及び命令)第92条第1項

土地の埋蔵されている文化財(以下「埋蔵文化財」 という。)について,その調査のため土地を発掘しようと

する者は,文部科学省の定める事項を記載した書面をもって,発掘に着手しようとする日の30日前までに文

化庁長官に届け出なければならない。

※3 (国の機関等が行う発掘に関する特例)法第94条第1項

国の機関(中略)が前条第1項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようとする場合において

は,同条の規定を適用しないものとし,当該国の機関等は,当該発掘に係る事業計画の策定に当たって,あら

かじめ文化庁長官にその旨を通知しなければならない。

※4 (現状変更等の制限及び原状回復の命令)第125条

史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し,又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは,文

化庁長官の許可を受けなければならない。ただし,現状変更については維持の措置(中略),保存に影響を及

ぼす行為については影響の軽微である場合は,この限りではない。

第1表 届出・通知および調査件数

※平成24年度届出・通知のうち93条2件,94条1件は事業中止。

第2表 届出・通知の

指示内容と割合

近年の埋蔵文化財の届出・通知はおおむね170～190件程度で推移していましたが,平成24年度は

増加し,200件を超えました。平成24年度における史跡の現状変更許可申請(法第125条)は武蔵国分

寺跡の学術調査および史跡整備工事の市立歴史公園整備事業に伴う国分寺市教育委員会が申請したもの

の他,電気,ガス,水道工事等に伴う申請です。平成24年度における発掘調査の指示は26件ありまし

たが,次年度に行った調査が3件あったため,調査件数は23件となってぃます。
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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
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94条 27 49
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第3表 発掘調査面積の推移

?????????へ

9,000

8,。。。1,・/-- ----゛

7.000

6.000・/一一-1
5,。。。/″

zi,ooo X一 量
3,000冫l--■

?,,。。。ビ艷一I
2,。。。y - l

。[/′石1り :芦一. ■
P?―
ン
-

/′

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

????????へ～???????

第3図 発掘調査面積の推移
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平成21年度は①の増加によって調査

面積が急増しましたが,全体的には

減少方向で推移してぎました。平成

24年度は,②における4000 mの調

査が1件行われたことによって,調

査面積は増加しています。

なお,本書は平成24年度の③・④・

 の調査成果をまとめています。

なお,国分寺市では現在,法第125条の申請に基づき,史跡武蔵国分寺跡(僧寺)の規模や

配置,構造を追究し,歴史公園整備のためにとしての開園を目指して事前遺構確認調査や工事
を進めています。

また,こうした文化財を保護し,後世に伝えていくために発掘調査以外にも,文化財の調査

成果の公開,普及活動など様々な事業を行っています。発掘調査によって出土した土器や瓦

は,武蔵国分寺跡資料館や文化財資料展示室(市立第四中学校内),国分寺駅に隣接する駅ビ

ルCELEOのショーウインドウ(8階)などで展示を行っています。また,市で刊行した報告書や

普及書は,武蔵国分寺跡資料館や市内図書館,市役所オープナー等で閲覧することができます。
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第4表 平成24年度届出・通知一覧1

I

1

ー

本書掲載調査)

調査次数
1

く

立会調査

立会調査

1 立会調査 1
立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

1 立会調査 1
I

1 立会調査
1 立会調査
1 立会調査 1

1

1

1 立会調査

確認調査 ?MK n -?676

立会調査

1 確認調査 ?(平成25年度)
立会調査

立会調査 1
立会調査 1 ?1
事前調灸 ?MKⅡ?679

立会調査

1 立会調査 1
1 立会調査}
立会調査 1

事前調査 ?MK ト677

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査 1
? 事前調査 MKⅢ-681

確認調査 ?MKⅠ-678

立会調査

1 立会調査 1
1

1 立会調査」
I

I

1 立i11」
1

I

1 立会調査寸
1

l 立i誕i」
1

1 事前調査
1 立会調査 杏?日

I

1 立会調i」
1

1

l

1

容内事工1 申請地 1 申請

西恋ケ窪3?2?31・37 個人住宅

東元町3」2,2」3 月フ、

西恋ケ窪ト1ト3 ?ガス
C彊

?泉町3?33?26 ?電気
西恋ケ窪ト5?38 分譲住宅

西恋ケ窪ト5?40 分譲住宅

西恋ケ窪3?5?50 個人住宅

南町2?9?4 男ス

西恋ケ窪3]7?4 電話

?泉町ト9?2 ?電話
東元町3」6 分譲住宅

東元町3?2382?28 個人住宅

南町2?9?6 ?ガス
西元町4]?5 分譲住宅

西恋ケ窪ト25?20・23 個人住宅

西恋ケ窪ト26?5 レフ
西元町3?2052?1 分譲住宅

西恋ケ窪1?ト2先 水道

?泉町2?2 その他開発(資材置場)

「雨町ト7・10・11付近 学校建設

?西元町4?2」8 う)フ、

光町トト58

南町1?31ト36,37の各一部 ?個人住宅
西元町3心-1

東恋ケ窪ト280 その他開発(耐震補強工事)

東恋ケ窪ト280 ?その他開発山家用発電機基礎)
泉町1?10?18 レ】
東元町3?926?7・8 ?個人住宅
東恋ケ窪3?20?28 電話

南町2?17番地先 水道

西元町3?15?t3 力入

哨[〔 ノ亡町 訃 1216 個人住′芒

西元町2?9?35 電気

西元町ト14から東元町4?13番地先間?水道

南町2?9?2 個人住宅

西恋ケ窪ト25?9 ?水道
西元町ト212 個人住宅

西元町3?15?6 カフ、

四元町トlト9 分譲住宅

東元町4?18」1 分譲住宅

?電気
?南町2+6
?南町ト12]9 ?集合住宅

?ガス
?西元町ト14?9 口
?内藤2?22先～25先 1j
1泉町ト8?19 ?個人住宅
泉町ト8?19 個人住宅

西元町2]8?10 水道

?西元町3-14-10 ?ガス
?宅地造成
?水道・下水

?本町4?23?4 ?ガス
?西元町ト26 1その他開発(防犯灯)

条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

94条

93条

93条

93条

93条

94条

94条

93条

93条

q3条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

94条

93条

93条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

1

1

1No,1 年月日

1 1H24.4,2

2 1H24.4,2

3 1H24.4,11

4 1H24,4.11

■リH24,4.11
6 1 H24,4,11

7 ? H24,4,11

■8?H24.4,13?
9 1H24,4.13

10 1H24.4.19

11?H24,4,19?
12?H24.4.16?
13 1 H24.4,20

14 1H24.4.23

15 1 H24,4.24

16 1 H24.4,23

17 1 H24,4.24

■l8?H21.1,26
{9 1H24.5,1

20 1H24,5.8

21 1 H24,5.14

22 1H24,5,10

23 1 H24,5,1

24 1H24.5,17

25 1H21.5.15

26 1 H24.5.18

27 1 H24.5.18

28 1 H24,5,21

29?H24,5,18
30 1H24,5,25

31 1H24.5,25

32 1 H24.5.28

33 1H24.5、28

34 1H24,5.30

35 1H24,5,25

36 1H24,5.30

37 1H24.5.31

38 1H24,6.5

39 目424.6,5

10 1H24.6.5

41 1H24.6,6

酷42 1H24.6.643 1H24,6.4

44 1H24,6.11

ト5?H24,6.12

日H24,6.12

H24,6.14

■48?H24.6.19
19口124,6.19

50 1 H24,6,22

51 1 H24,6,27

52 1H24.7.2

53?H24.7.4

55?H24.6.14

21



章1第 埋蔵文化財行政のあらまし

第5表 平成24年度届出・通知一覧2

1

1

1

1

158-K[

ラ面i1

I面i1

レ面i」

レ面i1

立会調査

串1川J周& I M尺 I h番(i

1献酌抹『7;
[扁扁i-Ⅱ気丁扁一
レ行η丁11惣
1-1逐U

立会調査

罐κ≧IS周み

立会調査

事前調k :Mk1 」iト?コ

立会調査

確認調1 :K二(川

立会調査

1一門i下ツ1、85
1 立会調査[

立会調査

確3ビ4周k ? M)r 1 68丁

立会調査

L立会調l

容内事工請

トi

ト水

レ金路
「分ス
口
「み譲住宅
F区
トみ譲住宅
「忍譲住宅
レ坂気
剛
D辷気
D竃気
傭ロ
「分ス
1ス

一?′(ハ1也悼物(図書鮨)

÷ノ)池健物(作育園)

1固ノ、11[宅

?1冫(i′仁
ト11毘宅
匡Ⅳ
「四[Y石柾議置)
H喚春住宅
Y永道
個人住宅

5ナ譲住宅

水道

1固 ノ、1? } 宅

個人住宅

嘔1冫(1′ご

電気

上下水

1その他建物(グループホーム)

?電話
障―
?水道
七水道
1分譲住宅・ガス・水道・下水
?ガス
1話
1個人住宅
ト屋譲住宅
I浸透枡設置
「〃ス
?ガス
い1気
づλ

分譲住宅

電話

)電話
レ0

-

T 申請地

「南町ト313耳7

F日吉町1?43?66

F東元町ト6?10
F東元町4?4
F旨元町3?15?2
「東元町3十24
西元町3?10?7及び市道南217号線上

西元町3?28・29

魁町:10211

「西恋ケ窪3-5?25
「西元町3?2「〒
F西元町2?:V32
?東元町2?18
F西元町[14?9
D竺元町1?1ト9
「南町1?390?7の一部
F泉町1-10先
本町4?2876?39,26の一部

西゛恋・ア)圭「8で6

泉町3?26?32先

屯元町3?21?12

本多トト8

南町「9?:

東元町3?31

]東足町:l I l!)

「爾町3?28?9

F粂町y涸
神恋ケ窪1-8?26
F旨元町ト13・3?31

神元町3?31?17
む町1?19?6
F旨恋ケ窪l-22?12
い垣恋ケ13?32
神恋ケ窪1-23?25

「東元町卜10
西)1町2?11)5

日吉町2?9-19先

ト痕町]

1

161Hゴ】]『面
■62?H24.7.20U
ヒ
目
一

1H24.7.24 ? 94条
?H24.7.25 ? 93条

166TT病.7.2「Tr不
67?H24,7.20丁g3 %
68丁る.7193M
69?H24.7,30 1 93条
70.7習廿9j

1711H24,7.30193条

73?H24.7.30 ? 93条
b」→入コヲ7」?94条
75?H24,8.2 j 93条

76IH24.8?2 1 94条

じ一 レI24.8,3 丁ノ3条
へH24,8.3(9請

79「H24.8,:3寸93条
80?H24.8.6 ? 93条

181?「H24.8,l寸93条
日?H24,8.15 「?早条
1831H24.8.15193条
184?H24.8.24 「94条
85?H24.8.24 1 93条

86 ?H21.8,27 I 9:3菜

871H24.8.27 1 94条

88IH24.9.3 1 93条

89?H24.9.3 1 93条

901H21.9.3 l 93条

91?H24.9.3 1 93条

爾92?H24.9.3 1 93条93条
? 94条

1?明fH24,9.6 丁94条
竺1H21多タJ ? 94条
97?H24.9.21 n94条

99IH24,9.14T93条

1
と祝」?H24連翌 I 94条
101屹H24.9.21193条

1
MにⅠ?H24シ48 ? 93条
103?H24.9.28丁94条

レ
」
■

峠24,10、1 t93条
05?H24.10.1 「93条

レⅡむ扇T下辛』
1071H24.10.3 1 93条
108?H24.9.28 1 93条

109?H24.10.5 1 94条

1酊i.摺y下扇i

31



第1章 埋蔵文化財行政のあらまし

第6表 平成24年度届出・通知一覧3

1

1

1

1

1

1 立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査
1

立会調査 1
1 立会調査 1
立会調査
?l

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会謂査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査 1
立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会割
立会調査 1
立会調査

立会調査

勧圃k?10K ト1iS!1

立会調査

地請1 申

東恋ケ窪1?280 その他建物(受変電基礎)

西元町ト1/ト8他1仲 力入

泉町1?2458?13・:36 集合住宅

西元町2?3?32 ?電気
1q元町3?3?17 ?ガス
泉町1?18」9(也1件 力入

?西恋ケ窪3利3?47・62・63 集合住宅

西元町2?2548?8の内 分譲住宅

西元町2?2548?8の内 分譲住宅

内藤ト1先 電気

東元町3?3ト3 ?水道
光町トト58 ?ガス
東元町ト12?7 ?入

匹元町2?11?t4 水道

東元町ト1713?22 店舗

東元町3?25?17 水道

西元町3?29」4 下水道雨水枡

東元町4?17?2 下水道雨水枡

西恋ケ窪1?8?26 ラ)フ、

東元町4 1760?8の内 分譲住宅

レフ
泉町119 他1 f4 力フ、

南町3?29?18 分譲住宅

東元町1?5～西元町3」6先 水道

泉2?3地先 水道

東元町3?3?33

南町1]2?8σ)内 ?個人住宅
東元町3?34?3 水道

凸一元町2-3 月フ、

内藤ト14～16先 水道

東元町ト5～西元町3?16地先 下水道

東元町2?859十14・15,860?3の?部レ〈道
南町3?29]8 ?水道
南町2?9?2 力入

西元町ト2?12 つ)フ、

東恋ケ窪2?2先 FE
泉町2?2

泉町ト2386?85

日吉町3?3～ト24 力フ、

南町ト9?26 月フ、

泉町ト81L 集合住宅

泉町ト10 ジJフ、

西恋ケ窪3?5?25 力入

南町1-17?5 電気

南町3?29」8 電気

泉町1?10 力ス

南町ト9?2 カ入

泉町ト7 水道

泉町ト7 ナ置人

皐町ト10?15 水道

東恋ケ窪ト280先 電気

本町ト4?25 個人住宅

西恋クー窪3?10?6 電話

南町ト9?2 水道

宅町トロ7?ハ??部 (固ノ、作圭

東元町3?3ト6 力入

条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93粂

93条

93条

9・l条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

94条

9・1条

93条

93条

93条

93条

93条

9;3条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93粂

94条

93条

リ:3条

93条

112 1 H24,10.10

1131H2/l.10,10

1141 H24,10.16

1151 H24,10.16

1161H24,10,16

1171 H24,10.16

118?H24,10,10
119 1-124.10,1翳
120 1 H24,10,16

121口424.10,16

1221 H24,10.18

123? H24.10,19

1241H24,10,19

1251H24.10,19

126口124.9.5

127?H24.10.24

1281H2/l.10,24

129 ? 1124,10.24

130 1 H24,10,24

131 1 H2ll,10,24

132 ? 1124.10,31

1331H24,10,31

1341H24,10,31

135 1 H24,10,31

136?H24.11,5

137 ? H24.11,5

138?1124.11. 5

1391H24.11,5

140 1 H24,11,5

141 i 1124,11,5

142?l-124.11,7

1431H24,11,7

1441H24,11.7

145 1H24,11.15

146 1H24,11.15

147 ? H24,11,15

148 1 H24,11,15

1491H2ll.11,8

1501H24.11.9

151 1 H24.11,2

152 1H24.11,9

153 1H24,11.19

154 1H24,11,22

1551H24,11,22

156 1H24,11.22

157 1H24,11,27

1581H2=l.11.27

159 1H21,11,22

160口424.11,22

161 1H24,11.29

162?H24.11.29

163 1H24,11.28

164 1 H24.12,4

165 口」24,12,4

l{1hIHl11ごト.

日?H24.12,61

41



第1章 埋蔵文化財行政のあらまし

第7表 平成24年度届出・通知一覧4

1

レ
レ
■

69丁H24.12,6丁

1171汗H24.11.15T
「72↑H24,11.isJ

74丁H24.12.191
75?H24.12.19?
vi H24.12,6」

トlロ失1リ(
11781Ⅲ斤Tほ
1791H24.12.26

l80 : H'j1 12.:1

Dll 1Hj1.12,二(;

lト21H?3.1.9

1831H25,1.9

ヒ
5lH25.1,17

?71H25.1.1.17

189lH25,1,25

19011]25,1.?9

1911Ⅱ25,1.29

l1→二1H2.コ』寸コ

1931H25.1,25

目 ?H25.2.1」

1971H25.2.7

l5ノパ1ロム5.?.:ニ

1991H25.2.22

2011H25.2.26

202IH25,3,5

2031H25.3.12

20「レ25,2,21
05「H25,3.5
JH25.3.5
?07?H25,3,5

1
208 TH25.3,5
2091H25,3.5
210王H2璽2
211?H25,3.19

ド
Ⅰ叶125.3.19
13?H25,3,19

レ
ト
14ゼ2扇9
15IH25.3.21

レ6丁H25,3.27

1
217?H25.3.27
218(H25,3,28

条

94条

94条

94条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

1)3菜

93条

93東

93条

93条

93条

93条

93条

94条

93条

1)3兼

93条

1);う兵

94条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

1夕:う毛

94条

93条

93条

94条

94条

94条

94条

94条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

93条

94条

93条

1 申請地

ロ元叶〒ト5先
?泉町ト8先
七西元町3?18?7
?東元町4+22
1南町2?16(殿ケ谷戸公園内)

1東元町4-1760?8の内2・3号棟
?南町1-12-8の内
1本町4?286ト14
?本町4?2874?40
ト3完町4?叶5・6
西恋ケ窪1?8?35の一部

西恋ケ窪トlト7

1雪足町\ト:!:l5 1ζハ ?ざ]二,4211i??4

中イ ノL出丁 ;; ::15 1 fノ) ?部

東元町ト39?22

?東元町3?26?4
?本多ト447?35
』泉町2丁目,西元町1下目
l南町2?2地先
西元町2?10

東町183・1

本町4?23」2

西几町??I lド8

西恋ケ窪「2ト12

?南町3?7]8地先
5南町1?177?19
Ⅰ西元町4+5
西恋ケ窪1?1ト23

西恋・,窪l2ll2

西元町4?1?5

b埠12窪6-6?40
泉町ト7一未定

西』L町15二l

西恋ケ窪3-11-15

陣1?l
拌シす?23

D息杢ケ窪1?14?15

忰T1+6

(?510?6

[這多1+23

圓ワヨ3」

?泉町1?9
?西元町3?21礒I

匹暉
?下水道
匡4
ト水道
?照明
Iセ
l分譲住宅
?個人住宅
1個人住宅
?個人住宅
D1天住宅
個人住宅

(固ト、IF 仁

a?′;ll仁

1]司 ノ、IF.'t 雫 I 場1?1市

田入

Ⅳ誦不
1Ⅲ

?公園造成
レ入道
水道

通路

男ス

1固札1] 亡

電話

口
}個人住宅
[クス
個人住宅

1固声、11宅

集合住宅

[ガス
個人住宅

1固 ノ、11 C

個人住宅

?ガス
?ガス
1水道
?ガス
(ガス
?i】花宅
(個人住宅
ラ】
区ス
→フ
1ガス
ト〒
1事務所
ラ▽
1i谷狂宅
圓
-

内容

陰申呻」
ト→暉」
閤面I」

[立早暉町14

ト吻1」
立会調査

重萌調1

確認調占0

仔顛承ビi周身

立会調査

罰歩Ⅳ1

レ申『1

μs1『1
立会調査

確品ぎ1周& I M[ 1 h9-

立会調査

串削調1 ?～ltru'(1冫.
立会調査

立会調査

事自]1調鼾 IK!川:

確認調査 ?(平成25年度)

立会調査

唯認調食 いIKⅢ?hりI

立会調査

「玉!S申j「寸

ト卆11

レj1↑

? 立会調査 1

静押生土
レ℃ml11
日岬暉土

K2?141

MhⅢ ?h→1レ

Mb田?1?川

調査次数

1

1

1

1

1

1

1

15



第1章 埋蔵文化財行政のあらまし
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平成24年度調査地一覧

番号 調査名

武蔵国分寺跡第676次

章節

1 第2章第3節(1)

2 武蔵国分寺跡第677次 第2章第2節(1)

3 武蔵国分寺跡第678次 第2章第3節(2)

4 武蔵国分寺跡第679次 第2章第2節(2)

5 武蔵国分寺跡第681次 第2章第2節(3)

6 武蔵国分寺跡第682次 第2章第2節(4)

7 武蔵国分寺跡第683次

武蔵国分寺跡第684次

!(?秤
8 第2章第2節(5)

9 武蔵国分寺跡第685次 第2章第2節(6)

10 武蔵国分寺跡第687次 第2章第3節(4〉

11 武蔵国分寺跡第688次 第2章第3節(5)

12 武蔵国分寺跡第689次 1 第2章第2節(7)

13 武蔵国分寺跡第690次 第2章第3節(6)

14 武蔵国分寺跡第691次 1 第2章第3節(7)

15 武蔵国分寺跡第692次 第2章第3節(8)

16 武蔵国分寺跡第693次 第2章第2節(8)

17 武蔵国分寺跡第694次 第2章第3節(9)

18 恋ケ窪遺跡第91次 第2章第2節(9)

19 恋ケ窪遺跡第92次
東山道武蔵路第3次

第2章第2節(10)

20 殿ケ谷戸北遣跡第4次 第2章第3節(10)

21 No,37遺跡第9次 1 第2章第3節(11)

東山道武蔵路第2次 第2章第3節(12)

)ミ影4(1)]
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第2章第1節 遺跡の概要

第2章 平成24年度に実施した発掘調査

第1節 遺跡の概要

平成24年度は,個人住宅建設に伴う事前調査および民間開発事業に伴う確認調査は,武蔵

国分寺跡(No.io-ig遺跡)17地区,恋ケ窪遺跡(No.2遺跡)2地区,殿ケ谷戸北遺跡(No.20

遺跡)1件,No.37遺跡1件,東山道武蔵路No.58遺跡(東山道武蔵路)2件,東山道武蔵路

延長地区における試掘調査1件である。以下,調査を実施した遺跡の概要を記す。

No.2遺跡(恋ケ窪遺跡)恋ケ窪遺跡は,西恋ケ窪1丁目,東恋ケ窪1・3丁目に所在する。

野川の源泉を見下ろす武蔵野台地上に立地し,北側を除く三方向を野川の開析谷に囲まれた舌

状台地南西縁に広がる縄文時代中期を中心とする集落跡である。

No.10・19遺跡(武蔵国分寺跡)武蔵国分寺跡は,天平13(771)年に聖武天皇により発布

された国分寺建立詔で,全国60余国に設置された国分寺の一つである。古代の官道である東

山道武蔵路をはさんで,東に僧寺,西に尼寺が配置され,遺跡の範囲は東西約1.5キロメートル,

南北は国分寺崖線を挟んで約1キロメートルに及ぶ。遺跡は現在の西元町1～4丁目,東元町

3・4丁目,泉町1・2丁目,西恋ケ窪1丁目に所在する。僧寺は「寺院地」・「伽藍地」・「中

枢部」の三重に,尼寺は「伽藍地」・「中枢部」の二重に区画され,その周囲の寺院に関連する

遺跡を含めて「寺地」 と称している。前者がNo.10遺跡,後者がNo.19遺跡に該当し,寺院跡

のほか,東山道武蔵路,推定鎌倉街道などの道路跡が確認されている。

No.20遺跡(殿ケ谷戸北遺跡)殿ケ谷戸北遺跡は,南町一丁目8・9・12付近に所在す

る旧石器時代,縄文時代(早・中期)の遺跡である。野川を南側に臨む台地上に位置し,

1万8千～1万5千年前位の旧石器時代を中心とした遺跡である。

No.37遺跡 西恋ケ窪3丁目に所在する旧石器・縄文・奈良・平安時代の遺跡である。主体は,

旧石器時代であり,野川

上流域に集中して存在し

ている旧石器時代遺跡群

の一っをなす。 ?t1
No.58遺跡(東山道武

蔵路)東山道武蔵路は,

都と地方を結ぶ古代東山

道の枝道(支路)の一つ

で,上野国から武蔵国府

へと南下する幅約12m

の直線道路である。西

恋ケ窪一丁目地区以南の

約1.8Km部分が埋蔵文化

財包蔵地として周知され

ている。
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第7図 武蔵国分寺跡伽藍配置模式図
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(1)武蔵国分寺跡第677次

第2節 本発掘調査

(1)武蔵国分寺跡第677次 う丁)0作へ
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第8図 MKⅡ-677調査地位置図
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調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該当する。遺跡の東側に位置し,僧寺寺院地東辺

区画溝から東に約230 mの地点にあたる。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,給排

水管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,発掘調査を行った。

調査面積は,3.51渭である。現地調査は,平成24年6月18日から6月19日に実施した。

調査区内は,地表面から深さ約50～60 cmまで基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われていた

ことから,その下の基本層序Ⅲc～Ⅳ層において遺構確認を行ったが,遺構・遺物は検出され

ナよかっ士二。
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第9図 MKⅡ-677調査地全体図(1 / 200)
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所在地 国分寺市東元町3-12-16

調査原因 個人宅造

調査期間 平成24年6月18日～6月19日

調査面積 3.51信 1遺物箱数1なし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



第2章第2節 本発掘調査
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調査区は,武蔵国分寺

跡(No.19遺跡)に該当

する。遺跡の南側に位置

し,僧寺寺院地の外側に

b記ろ。

当該地は,旧石器・縄

文・奈良・平安時代等の

遺構や遺物が存在する可

能性があるため,給排水

管の埋設によって遺構に

影響が及ぶ範囲を対象と

して,発掘調査を行った。

調査面積は,1.31m

である。現地調査は,平

成24年6月27日に実施

した。

調査区内は,地表面か

ら深さ約50 cmまで基本

層序Ⅰ層(表土・盛土)

に覆われており,その下

の基本層序Ⅲb層におい

て遺構確認を行ったが,

調査区内の大部分が撹乱

を受けていることもあ

り,遺構・遺物は検出さ

れなかった。

GB

(S363)

GC

(S366)

GD

(S369)

GE

(S372)

GF

(S375)

隣地

=未掘撹乱

道
路

隣地

O 4m
隣地

69

(E207)
70

(E210)
7l

(E213)
n

(E216) (E219)
73

(E222)
74
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所在地 国分寺市西元町324

調査原囚 個人宅造

調査期間 平成24年6月27日

調査面積 1.31M 1遺物箱数Iなし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



(2)武蔵国分寺跡第679次・(3)武蔵国分寺跡第681次

幣扉更μ131(3)武蔵国分寺跡第681次
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第14図 MKⅢ-681調査地位置図
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調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該当する。武蔵国分尼寺金堂跡の南方約110mに

位置し,寺院地の外側に当たる。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安・中世等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

給排水管の埋設によって遺構に影響がある範囲を対象として,発掘調査を行った。

調査面積は,8.85mである。現地調査は,平成24年7月17日から同年7月26日に実施した。

調査区内は,地表面から深さ約70 cmまで基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われており,そ

の下の基本層序Ⅲb層において,奈良・平安時代の遺構確認を行った。遺構は小穴2基(P?1・

2)が検出され,遺物は表土中より土師器片1点,鉄滓1点が出土した。

P-1・2は,柱穴と考えられ,規模・形状から相互に関連する遺構の可能性がある。平面形

状は円形で,規模は直径が約35～40 cm,深さは約60cⅢである。柱痕跡が確認され,柱の径

は10数cmと想定される。両者は,東西に約6m離れた場所に位置する。P-1・2の性格ついて

は,建物跡や塀跡,柵列跡などが想定されるが,本調査範囲では判然としなかった。
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第15図 調査区全景(西から)
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所在地 国分寺市西元町4-212

調査原因 個人宅造

調査期間 平成24年7月17日～7月26日

調査面積 8.85ポ 1遺物箱巌」1箱
検出遺構 P-1・2

主な遺物 鉄滓・土師器
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第2章第2節 本発掘調査
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ロームブロック0.5～lcm多量。Ⅲc土、Ⅲb土含む。埋上。
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ロームブロック0.5～lcm微量。Ⅲb似の粘性土入る。埋土。
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黒色土少量。埋上。

黄褐色土 しまりあり,すきまややあり,粘性やや強い。ローム土からなる。埋土。5

O 1m

第16図 MKⅢ-681調査地全体図(1/150)・遺構断面図(1 i 40)
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(3)武蔵国分寺跡第681次
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第2章第2節 本発掘調査
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第21図 MKI-682調査地位置図

V :酸

調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に

該当する。遺跡範囲の北東に位置し、武蔵

国分僧寺寺院地の外側にあたる。武蔵野段

丘面の台地縁辺部に立地する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時

代等の遺構や遺物が存在する可能性がある

ため,給排水管の埋設によって遺構に影響

が及ぶ範囲を対象として,発掘調査を行っ

辷。

調査面積は,4.33m"である。現地調査は,

平成24年7月2日か

ら同年7月3日に実

施した。

調査区内は,地表

面から深さ約60cmま

で基本層序I層(表

土・盛土)に覆われ

ており,その下の基

本層序Ⅲc～Ⅳ層

において遺構確認を

行ったが,遺構・遺

物は検出されなかっ

′ヒー。
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第22図 調査区全景(西から)

-

-

lI

?會?

し
一
-

隣地

調査範囲

未掘撹乱

道
路

5m 隣地

108

(E324)

l

109

(E327)

1

110

(E330)

111

(E333)

ー

112

(E336)

113

(E339)

1

114

(E342)

115

(E345)

第23図 MKI-682調査地全体図(1/250)
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所在地 国分寺市泉町1819

調査原因 個人宅造

調査期間 平成24年7月2日～7月3日

調査面積 4.33信 1遺物箱数1なし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



(4)武蔵国分寺跡第682次・(5)武蔵国分寺跡第684次

(5)武蔵国分寺跡第684次
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第24図 MKI-684調査地位置図
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調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該当する。武蔵国分僧寺金堂から約290mの

東方に位置し,寺院地内にあたる。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安等の遺構・遺物が存在する可能性があるため,建物基

礎によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,発掘調査を行った。

調査面積は33.56信である。現地調査は平成24年9月24日から同年9月28日に実施した。

調査区内は,地表面から深さ約1mまで基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われており,その

下の基本層序Ⅳ～Ⅴ層において遺構確認を行った。その結果,土坑1基(SK3435)が検出され

た。遺物は,須恵器,瓦,磁器等が出土した。

SK3435土坑は,東西約90 cm以上,南北約80 cmの規模で,楕円形の掘り込みが連結した形

状をなす。本調査区の西側の道路上の調査(MK I?87)において,類似した形状の土坑(SK578)

が検出されており,同一の遺構である可能性が高く,

形状は溝状となる。ただし,本調査区内では,削平

が深いこともあり,東側への遺構の広がりは確認で

きナ立かっ↑二、 二日:
第25図 MKI-684調査区土層柱状図
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第27図 調査区東側(南から)
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第26図 調査区西側(南から)
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所在地 国分寺市西元町327-9

調査原因 個人宅造

調査期間 平成24年9月24日～9月28日

調査面積 33.56晶 I遺物箱数I1箱
検出遺構 SK3435

主な遺物 磁器・瓦・須恵器

■
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第28図 MKI-684遺構配置図 (1/150)

SK3435南北断面
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1 黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。ローム少量。
ロームブロック・0,5cin微量。

2 灰黄褐色土 しまりやや弱い,粘性ややあり。ローム多い。
3 黄褐色土 ロームブロック,ロームがらなる。Ⅲc微量。

第29図 SK3435断面図(1 / 40)
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(5)武蔵国分寺跡第684次

1 684-PT01 2 684-PTO2

カ為-鴎U騨 藝鱈ト執如,、
- 一 ,コ

3 684-KC01
4 684-KDOI
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Eエ
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一
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一

へ

～
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日丁
10cm

5 684-KD02

第31図 出土遺物実測図(歴史時代土器1/3・瓦1/4)

第9表 MKI-684遺物観察表(歴史時代土器)

図面

図版

遺物番号

第31図1
第32図1
PTO1

種別

器種

磁器

染付碗

出土

位置

表土

口径

器高

底径

(cm)

((9.8))?全体の1/3残存。胴部に最大径
5.3 ?を持ち,口縁はほぼ垂直に立ち ?ロクロ整形。
(4.0)?上がる。

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

18C中頃。白色で胎土は緻
密。焼成は良好。高台高0.70

第31図2
第32図2
PTO2

灰釉
鉢

表土
全体の1/4残存。貼付高台。

(5,5)?胴部はやや外側に開きながら立?ロクロ整形。
((8.3))?ち上がる。

近代以降。高台～外面底部
を除く内外面に黄灰色の灰釉1
を施釉。内面に呉須絵あり。
黄灰色で胎士は緻密。焼成
は良好。高台高0.90

2]



第2章第2節 本発掘調査

図面
= 芯 出土
図版

這もi号 位置

第31図3

第32図3: 表土
KC01

第31図4

第32図41 表土
KD01

第31図4

第32図5

KDO2

狭端

広端

全長

(cm)

I
(:3.7)

(1o.g)

(11.5)

表土 ??:::?.

厚さ

(cin)

1.:3

2.9

2.9

第10表 MKI-684遺物観察表(瓦)

成・整形の特徴

凹面 凸面

75111レml 特倣
側縁削り。全1

ー602、ご采林;慕j21 - ?縦位調整。
15〉)手デS

側・端面

特徴

側面削り。

備考

砂粒,海綿骨針を含

む。焼成良好。黒褐

色～暗褐色。

斜位縄叩き後

?側縁,端縁1縄目?に,縄目を押し ?側面・端面削 ?砂粒含む。やや不不明?19×191
L8本?つぷす調整をす?り。?肖リリ。 良。褐色。

る。

粘土板?((iloolXl糸切り痕あり。?正格子1
18)):

砂粒やや多い。海綿

骨針含む。焼成良

好。黒灰色。

端面削り。

豐 ▲
-

レ
1 684?PTO1

「一
一

L【

b1
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3684?KC,01

糾Pへ
2 684-PT02

d 口「
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】
-

春
\ 冒

し一
-

きJ'i),
堵ゞj,へl端 1

4 684-KD01

第32図 出土遺物写真
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(5)武蔵国分寺跡第684次・(6)武蔵国分寺跡第685次

(6)武蔵国分寺跡第685次

調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該

当する。遺跡の東側に位置し,国分寺崖線の上,

武蔵野段丘面上に立地する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等

の遺構や遺物が存在する可能性があるため,建

物基礎工事によって遺構に影響が及ぶ範囲を対

象として,2箇所(A・Bトレンチ)に調査区

を設定し,発掘調査を行った。

調査面積は17.01m"である。現地調査は平成

24年10月9日から同年10月18日に実施した。

A・Bトレンチは,地表面から約50 cmの深

さまで,基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われ

ており,その下の基本層序Ⅳ層において,遺構

確認を行った。Bトレンチにおいて,縄文時代

の小穴1基が検出された。Aトレンチは,建物

基礎が深く設置されるため,さらに深さ30cm

掘削して旧石器時代の調査を行ったが,遺構・

遺物は検出されなかった。

Cトレンチは,地表面から約30～60 cmの深

さまで基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われて

おり,その下の基本層序Ⅲc～Ⅳ層において,

遺構確認を行ったが,遺構・遺物は検出されな

かり杷。
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2遣=
-

-

ト・?
-

一
一

一

き・

ー

一

1

一

l

q

正

9

Ω
勿

―?―■■―ト?Nh

一

一

一

―
j

:l駄,

l
-

1V ▲
ー

-

～ - ー

一
一

一 ー

ー -
一

1▼r
- I

第34図 Aトレンチ全景(北から)
■讃しレ????1-11啼1～jJ51-―■■■■■■1■■■■■■■■■■

◆一1国ゼ;トL

-

場ー い

-
h.

彊r

し.力4
転上 一

- -

bN
?吻(

1 レ)

P-21・
～ー

5.1

bべふ?
(

一

--1

第35図 Bトレンチ全景(西から)

--

1

I

r～←

か

ら

一

1L
へ:雫呵

-
一

-

\

:63

ー

第

♂

一 - -

Cトレンチ全景(東から)

薯

ー
1

l
ピ

j
N

l

1

一

29

所在地 国分寺市東元町3-21-42

調査原因 個人宅造

調査期間 平成24年10月9日～10月18日

調査面積 17.01ポ 1遺物箱数1なし
検出遺構 PJ- 1

主な遺物 なし
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(6)武蔵国分寺跡第685次・(7)武蔵国分寺跡第689次

口
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(7)武蔵国分寺跡第689次

?注

第38図 MKI-689調査地位置図
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調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該当する。遺跡範囲の北東に位置し,武蔵野段丘
面上で台地縁辺部に立地する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,
給排水管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,発掘調査を行った。

調査面積は2.17mである。現地調査は平成25年1月22目から平成25年1月24日に実施
した。

調査地内は,地表面から約60cⅢの深さまで,基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われていた
ことから,その下の基本層序Ⅲb～Ⅲcで,遺構確認を行ったが,遺構は検出されなかった。
遺構外から加曽利E3期の縄文土器と黒曜石(剥片)が出土した。
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第39図 MKI-689調査地全体図(1/200)

31

所7E地 国分寺市泉町1-7の一部

調査原因 個人宅造

調査期間 平成25年1月22日～1月24日

調査而積 2.17信 1遺物箱数11箱
検出遺構 なし

主な遺物 縄文土器・石器
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第41図 調査区全景(東から)

第42図 出土遺物実測図(1/3)

第11表 M K I - 689遺物観察表(縄文時代土器)

第12表 MKI-689遺物観察表(石器)

0
1 689-JF01

第43図 出土遺物写真
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図面 種晃′」 出土 器高 器形の特徴 成・整形の特徴 備考
図版 器種 位置 底径
遺物番号1 (。、) 」 ...

1 -.....

[ 嵩式。表面赤褐色,内a%4423票h@$ Il+cl§ l(5.4、胴部破片のため,全体の器!],い,1,。 胎土はやや粗く,砂
JFO1  不明。 才 讐:少量含む。焼成はやや不

図面

図版

遺物番号

ぅ, 」ヤイヶ1 最大長 1大幅 最大厚 重量 遺存 ヨオ・ 」7種別

(cm) 1 (cm) 1 (cm) (g) 状態
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(7)武蔵国分寺跡第689次・(8)武蔵国分寺跡第693次

(8)武蔵国分寺跡第693次

1 所Y1}地 国分寺市西元町3?18?8

1調森期市」jψi面岸】j首胃石=匹7百
1調合而積11醗冨1?」1函?[屍下d[
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第44図 MKⅡ-693調査地位置図

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該当する。僧寺寺

院地内の南東に位置し,北西約150mには七重塔が存在する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存

在する可能性があるため,給排水管の埋設によって遺構に影響が及

ぶ範囲を対象として,発掘調査を行った。

調査面積は5.52信である。現地調査は平成25年2月22日から

平成25年2月27日に実施した。

調査地内は,地表面の約40cⅢの深さまで,基本層序I層(表土・

盛土)に覆われており,その下の基本層序Ⅲb層で,遺構確認を行っ

たが,遺構・遺物は検出されなかった。
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第2章第2節 本発掘調査

(9)恋ケ窪遺跡第91次 に91′
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K2-91調査地位置図
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調査区は,縄文時代中期を

中心とする集落跡であろ恋ケ

窪遺跡(No.2遺跡)に該当す

る。遺跡は,恋ケ窪一丁目に

所在し,遺跡は北側を除く三

方向を野川の開析谷に囲まれ

た舌状台地南西緑に広がって

おり,当該地は南西の谷に面

した武蔵野台地上に立地して

いる。

当該地は,旧石器・縄文代

等の遣構や遺物が存在する可

能性があるため,給排水管の

埋設によって遺構に影響が及

ぶ範囲を対象として,発掘調

査を行った。

調査面積は3.55信である。

現地調査は平成25年2月13

日から同年2月14日に実施

した。

調査区内は,地表面から

深さ約70cmまで基本層序I

層(表土・盛土)に覆われて

おり,その下の基本層序Ⅲc

層において遺構確認を行った

が,遺構・遺物は検出されな
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所在地 国分寺市西恋ケ窪ト17-1

調査原因 個人宅造

調査期間 平成25年2月13日～2月14日

調査而積 3.55信 I蓬物箱数1なし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



(9)恋ケ窪遺跡第91次・(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次

(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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第51図 K 2 - 92調査地位置図

調査区は,恋ケ窪遺跡(No.2遺跡)及び東山道武蔵路(No.58遺跡)に該当する。恋ケ窪遺

跡は現在まで竪穴住居が158軒検出されている縄文時代中期を中心とする集落跡であり,当該

地は,その集落跡の西側に位置する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,建

物基礎工事および給排水管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,4カ所(A・B・

C・Dトレンチ)に調査区を設定し,発掘調査を行った。

調査面積は13.93濱である。現地調査は平成25年3月7日から同年3月21日に実施した。

調査区内は,地表面から深さ約30～40 cmまで基本層序I層(表土・盛土)に覆われており,

その下の基本層序Ⅲb層において奈良・平安時代,基本層序Ⅲc層において,縄文時代の遺構

確認を行った。

遺構はAトレンチにおいて,溝跡1条(SD5),縄文時代の竪穴住居1軒(SI159J)が検出

された。遺物は,遺構内外から縄文土器・土製品・石器が出土した。なお,SD 5の北側延長

線上にあたるCトレンチは大半が基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われており,SD 5は未検

出である。

SD 5は,東山道武蔵路の東側溝にあたる。溝の上面幅は55cm,底面幅は50cm,確認面か

らの深さは30 cm,覆土は黒褐色土である。遺物は出土しなかった。なお,東山道武蔵路にか

かわる硬化面等の路面は未確認である。

SI159Jは,規模は東西2.1m以上,南北1.8m以上で,本調査区内では住居跡の南東の一

部が検出された。確認面からの掘り込みは深さ75cmを測る。壁面は明瞭で,床面は中央部が

硬質化する。周溝は廻っていない。小穴が8基確認されたが,主柱穴等の配置は不明である。

炉は本調査範囲では確認されなかった。

遺物はSI159Jの覆土中から勝坂期,加曽利E期の縄文土器や,土製円板,打製石斧が出土

した。

35

所7E地 国分寺市西恋ケ窪ト24-12

調査原因 個人宅造

調査期間 平成25隼3月7日～3月21日

調査而積 13.93信 1遺物箱数12箱
検出遺構 SI159J

主な遺物 縄文土器・土製品・石器
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次

SI159J使用時完掘平面図
I I

SⅠ159J 構築時完掘平面図
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SI159J
1 暗茶褐色土

2 暗茶褐色土

3 暗茶褐色土

4 暗茶褐色土

5 暗茶褐色土

6 暗黄褐色土

7 暗黄褐色土

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

しまり良い,粘性有り。

ローム少量,炭化物微量。赤色スコリア混入。

ローム少量,炭化物微量。赤色スコリア混入。

ローム含む。炭化物少量。赤色スコリア混入。

ローム多い。ロームブロック0.5cm微量。炭化物粒少量。赤色スコリア入る。

ロームやや多い。炭化物粒微量。赤色スコリア入る。

ローム少量。炭化物竜微量。赤色スコリア混入。

中央部硬質。ローム粒,ローム土多量含む。赤スコ少量,炭化物微量含む。構築土。

P-7

① 茶褐色土

② 暗黄褐色土
ローム粒,ローム土多い。

ローム粒,ローム土多量。

しまり良い,粘性有り。

ロームブロック入る。しまり良い,粘性有り。

P-8

① 茶褐色土 ローム粒多く赤色スコリア,炭化物少量含む。しまり良い,粘性有り。
② 暗黄褐色土 ローム粒,ロームブロック多量含む。しまり良い,粘性有り。
③ 暗黄褐色土 ローム粒,ロームブロック多量含む。しまり良い,粘性有り。

第53図 Sll59J平面図・断面図(1/60)
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暗茶褐色土

暗褐色土

しまり良い,粘性有り。ローム少量。
赤色スコリア混入。
しまり良い,粘性有り。
ローム,ロームブロック・0,5印やや多い。
赤色スコリア混入。

暗褐色土 しまりあり,粘性有り。ローム含む。
赤色スコリア混入。

しまり良い,粘性有り。
ローム少量,赤色スコリア入る。
しまり良い,粘性有り。

ロームやや多い。赤色スコリア入る。
3 灰黄褐色土 しまり良い,粘性有り。

ローム,ロームブロック多い。
4 灰暗黄褐色土 しまり良い,粘性あり。

ロームやや多い。赤色スコリア入る。

1 暗茶褐色土

2 暗茶褐色土

P-3

東西断面
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南北断面
E Ⅵ

;=?O O?
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Vユノー
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;ビ蝉=Φ 0?二:-
76?200

2

1 色土褐暗; しまり良い,粘性有り。

ローム少量。赤色スコリア入る。
暗黄褐色土 しまり良い,粘性有り。

ローム土多い。赤色スコリア入る。
暗褐色土 しまり良い,粘性有り。

ロームやや多い。赤色スコリア人る。
暗黄褐色土 しまり良い,粘性有り。

ローム多い。赤色スコリア入ろ。

1 暗茶褐色土 しまり良い,粘性有り。

ローム少し。ロームブロック,炭化物粒微量,
赤色スコリア。

2 灰掲色土 しまり良い,粘性有り。

ローム,ロームブロックやや多い。赤色スコリア入る。
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暗黄褐色土 しまり良い,粘性有り。
細ローム粒多く,ローム上小量,赤色スコリア微量,
炭化物少量含む。

暗褐色土 しまり良い,粘性有り。
細ローム粒多量,炭化物やや多く含む。

暗黄褐色土 しまり良い,粘性有り。ローム粒,
ローム土微量含む。

3

1 暗茶褐色土

2 暗褐色土

しまり良い,粘性有り。

細ローム粒やや多く,赤色スコリア微量含む。
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細?ーム粒多量,炭化物少量含む。
暗褐色上 しまり良い,粘性有り。ローム粒,

ローム土やや多く含む。炭化物少量含む。
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第54図 遺構断面図(1/40)
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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嘴I"◇ 専〃 糟(7
1K2?92?JE32 2K2?92-JE33 3K2?92?JE34

4K2?92-JE35

r

5 K2-92刀E36

1
11 v

6 K2-92匂E37

(

-

d

玉
一

亀

X,

U
ζ・′??

陛、02ん I4く・}1壱l
如b〕

4づ剛舖
'1?!la2'fi;54

!腎

轡= 嘴甲;11

L・
一
―1-―薯-―Jり

- 1
k

r1t 一

署 ゞ

C1べ?、九:;′・曳j

【?τ〕苓・ヒ゛・1二1
ゞ冫・1-

▽
9K2?92-JE40

1゛ゞ哨
e7

8K2?92?JE39

W

7 K2-92司E38

f 1
,
象

10 K2?92-JE41

13K2?92]圧44

虜一
V

11 K2?92?JE42

遣
゛,:,(髪V罎輔

しZ縁1?'i'A′清隠1)＾1・忽翫鞠l
瑠IξドVi'hむL・″,′鰯が鳴1アツ

悲"qみh?心・ガ::t.?f鈑広7鷺靖

1一幀訳1コ
j鱈紬峠課,I田

ち・・(
鯨祖テJ;?・゛:;?・潰』

1園r

rコ

12 K2-92-JE43

15 K2-92司E46
t4K2-92刀E45

O

トヨ
10cm

第66図 出土遺物実測図4(縄文土器1/3)

43



第2章第2節 本発掘調査

Sボ;ー “
1 K2?92司E47

′彎蓄1/
2K2?92?JE48

43ζ蝉2fノ
3K2?92刀E49

l伊夕
4K2?92司E50

鼾
5K2?92?JE51

6 K2-92-JE52

顎娼{!
7 K2-92-JE53

電(1
8K2?92?JE54

劃
9K2?92?JE55

4鎗
8

曽
】
10 K2-92-JE56

一

/

O

11 K2-92?北57

ゝ～-?一/,

V1
=.1-◆一

(

i

\ 勤
シ7ゝへ叫駿!ト?

13 K2-92-JE59

Iコ)
14K2?92-JE60

―≧1 冒11

1声1l隷:y1獣1

ぐ
,Fド

): ;、トj

4!″シ
δ〒

ート 擾S 蕗

15 K2-92刀E61

?ク;1

渦
『
゛
m一

錨
窃
剃

1
轟
諭

龜p
18K2?93-JE63

16K2?92?JE62 17 K2-92-JE64 O 10cm
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次

C

謂
l

『:

e

1

I?1

ゞ1

\ズ

農i――b賑Δ―劇圓鰺噛馳鮎・
dゼ3;しご1 ～1 iml℃匁乙 -輸レー一弄

ρS2 一-通文 t.,ト r1らシf-

1♂゛纂θ〆 Cj1 λβ-

゛・.ふ きヌくγ ミζゴニニ・橿医芽瀦 ～.?摂コ・写萬yも ,X\

く剋歳A鴛歓Ⅶ
一

j
～ Fも

゜・5:へhJ( ミ,:べ・ソvW・?、mlA 羞￥省函こ緊蟲馬?
喫

e 1、
L 龜4・ミ・匂軸功η糺轟l七

L

呈.誤式
1

?で

道
=
Z

な
?〉

A
犬
『
υ ゝ1

1

純

,4

,4i

7,

h
,4

Y
ゝ

肉句

1・

L1?
1ニイ

l?

!・

V
′

昏・

八
ト1

月

壺ニプ
p・

呂 ?1ノ

町ベリト勘へ01ク・ぱ・Q芦

ビセ

肩

1\

d
一

!l

レ
I:
l

,・、む
“U

入
送l

ベ、1

ぅj4

j\

!

r,1
1

)
:一

r2

引1?

レ
配

:

tz

.(J(

52
v
?
[
-

1人
15ζ)

ゝ)

v1
t1

fI

1 K2?92?JJ01

轡
〔〕

I

2K2?92-DEOi

齋
3K2?92-DEO2

-

:
J

1
′
\
ノ

、
ゝ
′

-

ー

1

゛\

1

1

4 K2-92?AG01

′,・′.

゛\、

l

Iゝ

悴
[
レ
?

い

\ノ?
l

ぃ 、ハ)I77?ア

;～

\・

,′よ:゛?゛1v・..

◆
=

ゞ? L

―

覧
ゞ

町

-
6
一
?
プ
句

,′
1

?5
1

n』

ノ

旨
ゝ
\

\、、

5 K2-92-AG02 6K2?92-AG03

*i◎
-

O 10cm
?

7 K2-92-AT01

第70図 出土遺物実測図8(縄文土器・石器1/3)

47



第2章第2節 本発掘調査

第13表 K 2 - 92遺物観察表(縄文時代土器)1

図面

図版

遺物番号

第63図1

第71図1

JE01

第63図3

第71図2

.iE02

第63図2

第71図3

JE03

第63図4

第71図4

JEO4

第63図5

1

第71図5

」E05
一

第64図1

第71図6

JEO6

I 種別

器種

深鉢

浅鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

」??????

第。41。1
第72図1

JEO7

深鉢

第64図3

第72図2

JE08

第64図4

第72図3

JE09

第64図5

第72図4

jE10

第64図6

第72図5

jEl1
一

第64図7

第72図6

JE12

第64図8
雲Xエー. 深鉢
第72図7

把手
」E13

第64図91
第72図8

」E14

第64図10

第72図9
JE15

第64図11

第72図10

」E16

第65図1

第72図11
JE17

第65図2

第72図12
JEl8

第65図3
第73爾11 深鉢
JE19

第65図4

第73図21 深鉢
JE20

第65図5

第73図3

l

JE21

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

SI159J

覆土

S{159J

覆土

Sl159J

覆土

SI159J

覆土

Sl159J

覆土

SI159J

覆土

S{159J

覆土

SI159J

覆土

SI159.i

覆土

SI159J

覆土

出土

位置

SI159J

覆土

SI159J

覆土

SI159J

覆土

sn59J

覆土

口縁部欠損。緩やかに外反しな 頚部と胴部の境に3条の沈線で区 勝坂Ⅲ期。暗黄色で胎土は
(25,0)?がら立ち上がる。やや円筒形に 画し,下部はRLの縄文。上部はパ 比較的緻密。砂粒を少量含
8.6 ?近い。 ?ネル文と曲線文を施文する。 ?む。焼成は良好。

音工!}゜?兄霊ご1浬旦,・眞部は大き[萼2導へぎ宕ム?諜九士仄曾Z髪1[=票当芋?盗デ訃詰j〃冨
く内側に屈曲する。

は良好。よる渦巻文。

饗f旨習暗宸ま釦2に宿十呼呂ゴテ外面ともに比較1}渫ゞ嵩藷設込
いな磨き。

む。焼成は良好。?る・

底部のみ残存。底部径が広い

大型の浅鉢。

勝坂市期。暗褐色で胎土は
無文。内・外面ともにやや粗い磨き。?比較的緻密。細砂粒と金雲母

粒を多く含む。

云雫」門迅妥茶E縄文蓼施文し,口唇部(了]ツ之黒工2思併;1エビ
比較的緻密。細砂粒を少量

平坦に整形。
含む。焼成はやや不良。

勝坂Ⅱ期。パネル文で赤褐

色。胎土はやや粗い。砂粒を

多く含む。焼成は良好。

?勝坂Ⅲ期。表面は褐色,内面
l

は黒色。胎土は比較的緻密
?で細砂粒を多く含む。焼成は
?やや不良。

口縁部は無文。一部残る胴部には?勝坂Ⅲ期。褐色で胎土はや
貼付隆帯と刻目を入れる。内・外面?や粗く,砂粒を多く含む。焼成I
ともに粗い磨き。 ?は良好。

不面ともに粗い磨き。刻目を入?勝坂III期。褐色で胎土はやや1
れた貼付隆帯と,楕円区画文の中 ?粗く,砂粒を多く含む。焼成は1
にもキャタピラ文を付す。 ?やや不良。

勝坂Ⅲ期。褐色で胎土は粗く
内・外面ともに比較的ていねいな
基i。′冊L突窪蓋7董ム℃1芋。?菩粒を多く含む。焼成は良

好。

勝坂Ⅲ期。外面は黒色。内面

(2,8) は褐色で胎土は緻密。砂粒を

少量含む。焼成はやや不良。

(!)?底禁のみのため,全体の器形は
6.0

不明。

勝坂Ⅲ期。外面は褐色。内面

は黒色で胎土は緻密。砂粒を1
少量含む。焼成はやや不良。

(([3'y,oli)?口縁部片のため全体の器形は
(閂蒜 。口唇部は平坦で幅広い。

勝坂Ⅲ期。褐色で胎土は粗

い。ザラついており砂粒を多く

含む。焼成は不良。

((11“0)ゝ?t,H'i%5t)?士!Q 意[1 15 鑞【o? 17唇部直下に?一条の沈線を巡らす。?轡さ里デニ幣! rL M011P
゜?緻密。砂粒を少量含む。焼成(6,9)?片.円筒形を呈すると思われ 胴部は縦位のRL縄文を施文。
は良好。る。口唇部は幅広で平坦。

SI159J
、11、,1?((22,0))田縁部片のため全体の器形は
覆土 (4.2)?不明。垂直に立ち上がる口縁。

口唇部は平坦で幅広い。

勝坂Ⅲ期。褐色で胎土は緻
密。細砂粒を多く含む。焼成
は良好。

((30.0)) 呻縁部片のため全体の器形は ?内・外面ともにていねいな磨き。 ?勝坂Ⅲ期。明褐色で胎土は
?ニ半′?呈請7冒1雪;::;, b'j':, 7:iご縁(】冒蕃ふ『r(!冒羞ゞ占Ⅷ1距′箋カ+J?壬準量ぎ:冒こ鼻磁室室門に:
二?立ち上がる口縁。口唇部は平坦。その下部に貼付隆帯と押圧痕。 含む。焼成は良好。

゜゜:湯"曹,婁堤5旨謡写警。・唇部は肥厚レ.、ウヶお(. 勝坂Ⅲ期。赤褐色。赤色塗彩

ニていねいな磨き。 ?か。胎土は緻密。砂粒を少量
含む。焼成は良好。

((17.0)) 10縁邦片。垂直に立ち上がるこ 勝坂Ⅲ期。暗褐色で胎土は

(4.3)?とから円筒形を呈すと思われる。 緻密。砂粒を少量含む。焼成
晒唇部は平坦。 は良好。

((16.0)) , v縁部片のため全体の器形は ?特に内面は光沢を持つ程度にてい
(3.9)?不明。口唇部を肥厚させ,やや 田いな磨き。外面には横位の蛇行 老辻謔で4託。
- 尖頭状を呈する. する貼付隆帯を付す。 焼成は良好。

((33.6))?波状口縁部片のため全体の器形?特に内面は光沢を持つ程度にてい?勝坂Ⅲ期。褐色で胎土はや
(4,4)?は不明。口唇部は「く」字状に外田いな磨き。外面は口唇部に刻目。?や粗い。砂粒を多く含む。焼

傾する。 ?頚部に刻目を入れた貼付隆帯。 ?成は良好。

?底部片のため?全渫あ完?形行呈一
?"゜

勝坂Ⅲ期。褐色で胎土は比

較的緻密。砂粒を少量含む。

焼成は良好。

SI159J
覆土

S1159J
覆土

Sl159J
覆土

Sl159J

覆士

Sl159J

覆土

Sl159J

覆土

-
-
?
?
-
?
-
-
?
-
-

(4.6)

13.O

((13,8))

(5.0)

(io.g)
一

口径

器高

底径

(cm)

(10.2)

(9.6)

12.4

(5,4)

(5,2)

(3.9)

(2.9)

陥縁部から胴部にかけての破 ?54qqlfl;5～t.Qiqilア目凛全-p
イlA.,:?i門呈ぽI11i11Di[1,入,Xや゛L,リニ鴬一 ?ワ菩!汀C・K九曽,憇l\=占票刀完全弘:yツを

表出し,内側にも刻日の隆帯を
?形を呈す。 付す。

口縁部片のため全体の器形は

?不明。

口縁部片。円筒形を呈すと思わ

れる。

胴部片のため全体の器形は不

明。

胴部片のため全体の器形は不

明。

胴部片のため全体の器形は不

明。

胴部片のため全体の器形は不

明。

器形の特徴

内・外面ともに粗い磨き。屈曲する

貼付隆帯と沈線を縦位に施文。

内・外面ともに比較的ていねいな

磨き。刻目を連続して施す。

内・外面ともに比較的ていねいな

磨き。

特に内面はていねいな磨き。隆帯

による橋状把手。棒状工具による

押圧痕と沈線。

無文。内・外面ともにていねいな

磨き。

内・外面ともにていねいな磨き。

内・外面ともに調整は粗い。

成・整形の特徴 備考
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次

第14表 K 2 - 92遺物観察表(縄文時代土器)2

図面

図版

遺物番号

種別

器種

出土

位置

口径

器高

底径

(cm)

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

第65図6

第73図4

JE22

深鉢
Si159J

覆土
(11.7)

口縁部から胴部の破片。キャリ ?ク予.==E=!':i!'士只E
只:土纂ガ壬7Ij翳丘"圭格(V丈1シ主S仁竺萄警LごΣ眼呵V?艷乱区?竺聞Ⅲ,ご興I童恕で胎土は
きく膨らむ。

画する。下半は横位のRL縄文を施 ?緻密。焼成は良好。
文。

r.

第65図7

第73図5

JE23

第65図8

第73図6

JE24

第65図9
第73図7

JE25

第65図10

第73図8

JE26

第65図11

第73図9

JE27

第65図12

第73図10

JE28

第65図13

第73図11

JE29

第65図14

第73図12

JE30

第65図15

第73図13

JE31

第66図1

第73図14

JE32

第66図2

第73図15

JE33

第66図3
第73図16

JE34

第66図4

第73図17

JE35

第66図5

第74図1

JE36

第66図6

第74図2

JE37

第66図7
第74図3

JE38

第66図8

第74図4

JE39

第66図9

第74図5

JE40

第66図10

第74図6

JE41

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

Si159J
覆土

S{159J
覆土

SI159J
覆土

Sl159J
覆土

SI159J
覆土

SI159J
覆土

Si159J
覆土

Si159J
覆土

Si159J
覆土

S{159J
覆土

SI159J
覆土

Si159J
覆土

S{159J
覆土

SI159J
覆土

Si159J
覆土

SI159J
覆土

SI159J
覆土

SI159J
覆土

Si159J
覆土

(5.0)

(6.3)

(6.4〉

(3.9)

(3.5〉

-

(4.2)
-

(4.0)

(5.7)

(4.3)

(3,7)

(3.4)

晶
一C
-

(3.8)

-

(3.4)

(10.0)

(4.7)

(i3.o)

(4.5)

(3.0)

(5.7)

内面はていねいな磨き。外面は細い陵'5 1J, m, 黒憇f)l)蝙月1';k
やや粗い。砂粒を多く含む。貼付隆帯に沿って刻目を入れる。
焼成はやや不良。

萼実ユDA:M'i衾サP警竺氾こ,菩音箭Th゛轡こ1門悪2書÷見ご芽右勝坂Ⅲ期。赤褐色で胎土は
門ざ2讐曹竺(屑箆霞サ乞1劇竺?便兄!士れ・下部と縦位のLR縄文を?ヒ業当2晟蒸冒丘。′
であることから円筒形を呈する。?施文する。

胴部片。キャリパー形を呈する ?内面は粗い調整。外面は蛇行する
か。 ?貼付隆帯に刻目を入る。

胴部片のため全体の器形は不?竺拒子1 !::q!エご汽乞履≦暦 ?勝坂Ⅲ期。暗黄色で胎土は
1,r,s i壽竺た曾ニ1二1y使ご?苛乞;艶?(?R二具1く; ±ワリ1 ?霧;忌;:コ;;'::Ha'酬デj0′明。
区画の隆帯に沿って刻目を入れる。

坂Ⅲ期。内面は黒色,外面
と星芒庁(塁ツー星?ご社1菖買記?冨
帯で上下を二分し,縄文を施文する。?晟;'; 質ob;oo

内面は比較的でぃねいな磨き。外面?'I-- 二,!;c"'1E'1 'IJ '-.' 号?5訃5
は褐色。胎土はやや粗く砂粒

は沈線と蛇行する低い貼付隆帯。
を多く含む。焼成は良好。

胴部片のため全体の器形は不?亡旧鰹想=!主l!曹星2巴こ仝卆?デ褒空P・竺ラ昭=i中12二
た楕円区画の内側に縦位の条線を?色塗彩か。胎土は緻密。焼成

明。
施文する。 ?は良好。

内面は粗い磨き。外面は縦位のRL ?豐瞥t-m '!A・!!!!!:C! 議二土
やや粗く,白色砂粒を多く含

縄文を施文する。
む。焼成は良好。

勝坂Ⅲ期。暗黄色。胎土はや

や粗く,白色砂粒を多く含む。
焼成は不良。

内面はややていねいな磨き。外面はi95思4α;"r!!#o Tj:r';A?゛
や粗く,白色砂粒を多く含む。

縦位の条線。
焼成は良好。

勝坂Ⅲ期。内面は黒色,外面
胴部片のため全体の器形は不?内面は粗い調整。外面は横位のRL は褐色。胎土はやや粗く,砂
明。 ?縄文を施文する。 ?粒を少量含む。焼成はやや

良好。

勝坂Ⅲ期。明褐会!胎土はや
や粗く,砂粒を多く含む。焼

成は不良。

内面は比較的ていねいな磨き。外面?勝坂Ⅲ期。暗茶色で胎土は
は横位のRL縄文を施文する。 ??緻密。焼成は良好。

底部片のため全体の器形は不?内面は未調整。
明。 外面はていねいな磨き。

勝坂Ⅲ期。内面は黒色,外面

は褐色。胎土はやや粗く,白
色砂粒を多く含む。

内面は未調整。外面は貼付隆帯に ?勝坂Ⅲ期。内面は黒色,外面
胴部片のため全体の器形は不 ?よる楕円区固に沿って刻目を入れ,?は褐色。胎土はやや粗く,白
明。 ?内側には縄文を施文。下部は無文 ?色砂粒を少量含む。焼成は

の磨き。 ?不良。

で狭い。
塁使ごを呈する。口唇部は平坦?乞1外面は縦位のRL縄文を施 ?晶当ζ晟:tB筐b'?。?
品讐ゴ壬ツ暦へ飢η;坪寥:,?亡墨i咀i見こ島乱1ミ3託5ヒ゛ ?勝坂Ⅲ期。暗茶色で胎土は

文する。

≦豐茸壓ou'i ' 音x12χ夕 内面はてぃねいな磨き。外面は光沢勝坂Ⅲ期。黒色で胎土は緻
言町斤冒I」せ位にゃや平 匡に縄肇;芸(て[ご、鴬逼堪"。″′?冨コ蒙Z2;詳。′
坦。刻目を入れる。

呈=偲奢L乞??梵二曹ザ旺5内・外面ともに比較的でぃねいな磨 4墜空デ・!f五ピノ牲札′志
こ=;:ソ腎ワ杢上く張り出して口詐言巳1ζ言菩胃'xr;Jil 'z"lz實皇ご ?デ雪?苓:上急声粒を多く含
唇部は幅広く平坦。 ?6・1′81ゝ5-1193?11“7ゝ45゜・ ?む。焼成は良好。

昌誉1賢f2宍ゾ奔』答入4需ル41]五面はてぃねいな眞1j晶11竺鼻Ⅲ期。茶褐色で門でd
繁尋。よ嬰守鵠ま祭言に大きく張?ビ躍届品ζ只曹玉1ζ7這tこ8゜ 緻密。焼成は良好。
り出して幅広く,平坦。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不

明。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不
明。

胴部片のため全体の器形は不

明。

内面は粗い磨き。外面は横位のRL
縄文を施文する。

内・外面ともに粗い調整。外面は縦
位の条線を施文する。

勝坂Ⅲ期。暗黄色で胎土は

緻密。焼成は良好。
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第2章第2節 本発掘調査

第15表 K 2 - 92遺物観察表(縄文時代土器)3

図面

図版

遺物番号

第66図11

第74図7

JE42

種別

器種

鉢深.

第66図12

第74図8

JE43

鉢深?・

第66図13

第74図9

JFE44

第66図14

第74図10

JE45

第66図15

第74図11

JE46

第67図1

第74図12

」E47

第67図2

第74図13

JE48

第67図3

第74図14

JE49

第67図4

第74図15

JE50

第67図5

第74図16

JE51

第67図6

第75図1

JE52

第B7[k7-
第75図2 深鉢

JE53

第67図8

第75図3:

JE54

第67図91

第75図41
JE55

第67図10

第75図5

IE56

第67図11

第75図6

JE57

第67図12

第75図7

.iE58

第67図13

第75図8

JE59

第67図14
第75図9

JE60

第67図15

第75図101
匹舅 1

鉢深;

?鉢浅

鉢浅

鉢深{

鉢深(

鉢深{

鉢深(

鉢深;

鉢深1

鉢深{

鉢深;

鉢深;

深鉢

把手
一

鉢深1

本訟深{

鉢深(

鉢深{

土
置

出
位

SI159J

覆土

SI159J

覆土

SI159J

覆土

SI159J

覆土

Sl159.1

覆土

Sn59J

覆土

SⅠ159J

覆土

Sl159J
覆土

Si159J
覆土

Sl159J
覆土

Si159J
覆土

Si159J
覆土

Si159J
覆土

SI159J
覆土

Si159J
覆土

S1159J
覆土

SI159J
覆土

Sl159J
覆土

snsg」

覆土

SI159J

覆土

口
器
底
0

径
稿
松
m
l

Y

巴召部た:二,皇ξE,?王き?(五 頚部にあたると思ゎれる部分に棒状?署歴吉票・墨宇ぱ士b・?調
?霊呂・2.1忠ま莞豊に大きく張?慴芸:ゴ2点t は薄黒色。胎土は緻密。焼成

り出して幅広く,平坦。 ?1゛一19′1′1゜ ?はやや不良。

内・外面ともに粗い磨き。頚部にあたlhxk,'F-+m 黒'.z1〒7yj55.fl
3"と:φ』:'),'o")'a;1頴冫を.ai,n,oTi71′ira"'; liit-x.'lA=0:4竺ノぢl.t't", や5

く,白色砂粒を多く含む。焼成1
せた貼付隆帯を巡らす。

は良好。

内・外面ともに粗い磨き。貼付隆帯に?勝坂Ⅰ期。暗茶色で胎土は
沿って刻目と波状沈線を巡らす。 緻密。焼成はやや不良。

器形の特徴 成・整形の特徴 考備

〕
?
一
Ⅱ
一←

〕
?
、
杓
,
一

O
胴部片のため全本の器形は不

明。

(6.5川躊部片のため全体の器形は不
明。

枦
』

(9,6)?躊部片のため全体の器形は不
-

(6.5)田部片のため全体の器形は不
明。

?胴部片のため全体の器形は不
?明。

無文。内・外面ともに光沢を持つ程度?勝坂Ⅲ期。茶褐色で胎土は
にていねいな磨き。 緻密。焼成は良好。

勝坂Ⅲ則l茶褐色で胎土は一
粗い。砂粒を多く含む。焼成
は良好。

勝坂Ⅱ期。茶褐色で胎土は

緻密。焼成は良好。

勝坂Ⅲ期ミ暗茶色で胎土ほ
(3.4) 粗く,白色砂粒を多く含む。焼1

成はやや不良。

。寡、 デ片のため全体の器形は9窪忌ボ語12いな磨き。外面?';%':'im Ziキf冗汽と′λ11
畳、 晋!じ片・ため全沫訊j實丘9[下宝一腸娑墨董讐じ箭♂葉光ザ=里1?宕=毒:J需

?}品1。一゜交互刺突を施すっ

胴部片のた玩茎体2雫扁賃コ1斯エ已L顎竺芹・外基(まゲイ力き!シ瞥轡墨亨』λりでg力、(匣工i苛よ冨V,ア買ど菓Eだマ犀ピ?霜二1届峯識2閏矢′心?焼1
明。

ピラ文を施す。 成は不良。

胴部片のため全体の器形は不 内面は比較的てぃねいな磨き。外面! 響思ET 10 ,琶竺乙・」呻土T-
や粗く,砂粒を多く含む。焼成1は最位のRL縄文を施文。明。
は不良。

胴部片σ)ため全体の器形は不 内面は比較的てぃねいな磨き。表面ffiqmX4,@兜弛工qj$只
は褐色。胎土はやや緻密。焼明。 ?は横位のRL縄文を施文する。 成は不良。

無文。内・外面ともに光沢を持つ

にていねいな磨き。

内面は未調整。外面は貼汀隆帯で
ニ分し,沿ってキャタピラ文を施文

する。

内面は未調整。外面は刻目を入れ

た貼付隆帯と沈線で区画する。

-

(3.3)

胴部片のため全体の器形は不

明。

(5.4)

〕

→

后
?
晶
一

胴部片のため全体の器形は不 内面はやや粗い磨き。表面は縦位の'l: 薫当謀oj. '1 只、!="- "':'a !“!戸
は褐色。胎土は粗く,金雲母

RL縄文を施文する。明。
を少量含む。焼成は不良。

胴剖片のため全体の器形は不 内面はやや粗い磨き。表面は縦位の昌!二￥. 墓早竺竺fflq辷士
面は茶色。胎土は緻密。焼成明。 RL縄文を施文する。
は不良。

勝坂Ⅲ期。暗茶色刊肩モぼ
粗く,白色砂粒を多く含む。焼1
?成は不良。

内面は粗い磨き。外面は沈線による?勝坂Ⅲ期。薄黒色で胎土は
?渦巻文。 緻密。焼成は良好。

内面はていねい宍磨き二一η扁〒目斉]枳1Y匍。一丙間E赤喝琶フ不
タピラ文と刻目を部分的に入れた貼?面は暗褐色。胎土は緻密。焼
付隆帯。 ?成は良好。

苓碁P気子縞3i萼走4育品i瞥冒計U
竺砦覧=二菫付し・20撚糸と交互 ?早は宗:躇震兵門等!
の刺突を施す。

(4.0)

(4.0)

(3,6)

一

1(5.5)波状口縁の把手。

口縁部片のため全体の暮形(壬
明。日唇部は肥厚させ外傾す

る。

口縁部片のため全体の器形は 内面は未調整。外面は棒状工具に
不明。 ?よる圧痕と沈線を一条巡らす。

(4.1〉

(5.6川波状口縁の破片。
二1-????-

(4,5) 太」ア」,。(.い.オ31J#:→童11面ともにややて・・ね・・な磨き■ン票mT:a "l ￥ 'El FT .""'♀1
口縁部から胴部にかけての置

;α支!音当翫?ガ孟母研仏ttt?。外面はア位署デ門P2ぎ己=浬片。Ⅱ筒形を呈じ

るやかな丸みを持つ。
つ

?
、
冨
一

ぐ

O51



(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次

第16表 K 2 - 92遺物観察表(縄文時代土器)4

図面

図版

遺物番号

種別

器種

出土

位置

口径

器高

底径

(cm)

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

第67図16

第75図11

JE62

第67図18

第75図12

JE63

第67図17

第75図13

JE64

第68図1

第75図14

JE65

第68図2

第75図15

JE66

第68図3

第76図1

JE67

第68図4

第76図2

JE68

第68図5

第76図3

JE69

第68図6

第76図4

JE70

第68図7

第76図5

JE71

第68図8

第76図6

JE72

第68図9

第76図7

73

第68図10
第76図8

JE74

第68図11

第76図9
E75

第68図12
第76図10

TE76

第68図13

第76図11

JE.77

第68図14

第76図12

JE78

第69図1

第76図13

JE79

第69図2

第76図14

JE80

第69図3

第76図15

JE81

第69図4

第76図16

JE82

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

把手

浅鉢

深鉢

1
SI159J

覆土

SI159J

覆土

S{159J

覆土

SI159J

覆土

温空J1
覆土 1

(6.9)
-

ー

(2.8)
一

(8,2)

(9.5)

(5.6)

1
頚部から胴部にかけての破片。?内面は未調整。外面はややてぃね
キャリパー形を呈するか。 ?いな磨き。無文。

勝坂Ⅲ期。暗黄色。胎土はや
や粗く,白色砂粒を多く含む。
焼成は不良。

内面は未調整。外面は沈線にょる渦?! 嵜TEI警こ黒￥%:乞とlt霊
や粗く,金雲母を多く含む。焼I巻文を施す。
成は良好。

内面はやや粗い磨き。外面は四段?勝坂Ⅰ期。暗褐色。胎土は緻
の横位のキャタピラ文。 ?密。焼成は不良。

内面は粗い磨き。外面は上段に縦位

大型の深鉢胴部片。キャリパー?のRL縄文,下段は刻目を入れた貼付?勝坂Ⅲ期。暗褐色。胎土は緻
形を呈するか。 ?隆帯で三角形の区画をし,内側に ?密。焼成は良好。

三叉文を入れる。

胴部片のため全体の器形は不?内面はていねいな磨き。外面は縦位?勝坂Ⅲ期。暗褐色。胎土は緻
明。 ?のRL縄文を施文。 ?密。焼成は良好。

波状口縁の頂部片。

大型の深鉢胴部片。

SI159J

覆土
(7,2)

胴部片。直線状に立ち上がるこ?内面は粗い磨き。表面は縦位のRL
とから円筒形を呈するか。 ?縄文を施文。

勝坂Ⅲ期。暗褐色。胎土は緻

密。焼成は良好。

SI159J
覆土

(5.4) 胴部片のため全体の器形は不?内面は粗い磨き。外面は横位貼付
明。 ?隆帯の上下に沿ってキャタピラ文。

勝坂Ⅱ期。暗褐色。胎土は緻

密。焼成はやや不良。

胴部片のため全体の器形は不?内面はてぃねいな磨き。外面は二条?署524,宝門45?)怨y
は褐色。胎土はやや粗く,砂明。 ?の矢羽根状の刻目。
粒を少量含む。焼成は良好。

内面はていねいな磨き。外面は無節?hi-> 万.!;=m 呪tih hi 曹E菫!;;′た夏
は褐色。胎土は緻密で,焼成

のR撚糸文を施文。
は良好。

胴部片のため全体の器形は不?内面はやや粗い磨き。外面は縦位2?野豊!票゜萼士;仝士゜:聖
は薄黒色。胎土は緻密。焼成明。 ?列の列点文と「U」字状の沈線文。
良好。

胴部片のため全体の器形は不?内面はやや粗い磨き。外面は縦位-D )4bT3,'51. 更寧=烹貴魯゛こ
面は褐色。胎土は緻密で,焼明・ ?RL縄文を施文。
成は良好。

胴部片のため全体の器形は不?内面はていねいな磨き。外面は無節?勝坂Ⅲ期。茶褐色。胎土は緻
明。 ?のR撚糸文を施文。連弧文系。 ?密で,焼成は良好。

胴部片のため全体の器形は不?亡4訣思ゞF.き・zfj.;)5:<i5y)5 1竺忠!."!!隻竺色.?1iJ?世
縄文を地文とし,横位の沈線を巡ら ド砂粒を多く含む。焼成は不明。
す。 ?良。

SI159J

覆土

l

胴部片のため全体の器形は不?内面は粗い磨き。外面は条線を施
明。 1す。

勝坂Ⅲ期。内面は赤褐色。外
面は暗褐色。胎土は緻密。焼

は良好。

SI159J 胴部片のため全体の器形は不?亡F3;CQh.:烹琴'i,Q13f,..9?勝坂Ⅲ期。暗褐色で胎土は
白g-1 1?″一″一?“″′1′?'-l61 1 ,OlbR撚糸文を地文とし横位の波状沈?雇無:kFt;&::;富)'=T。

1ε口(5.5) 大型の浅鉢の底部片。
勝坂Ⅲ期。薄黒色で胎土は

粗い。砂粒・小石を多く含む。
焼成は良好。

(3.6)レJ\型の浅鉢の底部片。 勝坂Ⅲ期。暗黄色で胎土は

緻密。焼成はやや不良。

1呈Jl(=H,習門片のため全体の器形は不?諺ζ;こttκr磨き。外面は写貴X淫門れ?淫
良好。

大型の深鉢の波状口縁の把門P牛色ゴ5咄覧にn雫と叶!9票p」轡平兜曹鼻悪声ゞ゜恋労町
いな磨き。波頂部から垂下する連鎖?胎土はやや粗い。小石を少量1部。
文。 ?含む。焼成良好。

浅鉢の口縁部片。頭部が大きく?内面はやや粗い磨き。外面は張り出1==i=.:==“13i
や粗く砂粒を多く含む。焼成張り出す。 ?し部に刻目を入れる。
は良好。

(2.3)
Si159J
覆土

(5.4)
胴部片のため全体の器形は不
明。

SI159J
覆土

(4.3)
Si159J
覆土

(4.4)
SI159J
覆土

盲
覆土

(3、7)

(3.9)
SI159J
覆土

(2.7)

(3.8)

内・外面共に粗い磨き。無文。

内・外面共に粗い磨き。無文。

(8.5)遺構外

(3.4)遺構外

遺構外

-

(5.8)

I

胴部片のため全体の器形は不?内面はやや粗い磨き。外面は横位の?勝坂Ⅲ期。暗黄色で胎土は
明。 ?RL縄文を施す。 緻密。焼成はやや不良。
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第17表 K 2 - 92遺物観察表(縄文時代土器) 5

図面

図版

遺物番号

第69図5

第76図17

JE83

第69図6

第77図1

JF01

第69図7

第77図2

JF02

第69図8

第77図3

JF03

第69図9

第77図4

JF04

第69図10

第77図5

JF05

第69図11

第77図6

JF06

第69図12

第77図7

JF07

第69図13

第77図8

JFO8

種別

器種
土
置

出
仁

口径

器高

底径

(cm)
丁

深鉢

-

遺構外? (3,9)

深鉢
Sl159J
覆土

(6.0)

深鉢
Sl159J
覆土

(4.8)

深鉢
Sl159J
覆土

(4,1)

深鉢
1 SI159J

覆土
(4,1)

深鉢
Si159J
覆土

(4.3)

深鉢
S{159.i
覆土

(3,8)

深鉢
SI159J
覆土

(7.0)

深鉢 遺構外1 (7,3)

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

胴部片のため全体の器形は不

明。頚部にかけてやや屈曲す

る。

内面はややていねいな磨き。貼付隆勝坂I期。暗茶褐色で胎土
帯による楕円区画を表出し,内側に?は粗い。小石,砂粒を多く含
沿って矢羽根状の押引き。 ?む。焼成は不良。

内面はていねいな磨き。口縁に沿っ

て沈線を一条巡らせ,貼付隆帯と沈?加曽利E1。暗黄色で胎土は
線による渦巻文と楕円区画を施す。?緻密。焼成は良好。
地文はR縄文。

票! ! %K lr a hk 'vll) 庁iL:, aliall7.+9 ]加曽利E3。暗灰色で胎土は
=能弊二条巡らす。胴部にかげて墓尿I迄ai芹刊
条線を施す。

内面は粗い磨き。条線を地文とし,

蛇行する貼付隆帯を垂下する。

口縁部分。キャリパー形を呈す

zSナ〕\8

口縁部片のため全体の器形は

不明。目唇部は狭いが平坦。

加曽利E3。暗茶色で胎土は

粗く,砂粒を多く含む。焼成は1
不良。

加曽利E3。内面は黒色。外

内面は未調整。外面は条線を施す。?面は暗黄色。胎土はやや粗く
砂粒を多く含む。焼成は不良。1

内面はやや粗い磨き。外面はRの撚?加曽利E30内面は黒色。外
胴部片のため全体の器形は不明。?糸を地文とし,2本の沈線を垂下す ?は褐色。胎土は粗く砂粒を♂黙1富♂4Tる。

胴部下半がら底部上半にかけて?内品はてぃねいな磨き。外面は沈線皐計0aN.l.olWl""QlaJ.'l?′ごデ,
暗黄色。胎土は緻密,焼成良

の破片。 と綾杉文を施す。
好。

内面はやや粗い磨き。外面は縦位の加曽1]西。暗褐色で胎土は

?胴剖片のため全体の器形は不明。i<h?地文とし,2本の貼付隆帯?ΣΣ粗5町石を少量含む。
を垂下する。 ?焼成は不良。

1,81,。いゆイよ。いう(よエヨ■ウ悪(於25と夕磨き。外面は縦位?賀b'.a'l'嵩嘉2zξ呉呂青'A
゜?のRL縄文を施文。

成は不良。

頚部片のため全体の器形は

不明。

やや屈曲する頚部片。

第70図1

第77図9

」JO1

深鉢
?Sn59J

覆土
(29,1)

勝坂末～加曽利初頭。大木7

円筒形で底部径大ぶり。頭部が?た5忌Σ1た村Z璧△亭1望グ1よ1巴1巴戸酊憑曹4ピ゛惹熱翫
にR無節の撚り戻し縄文を施文,頚田無節。撚り戻し縄文。暗褐色

大きく外傾。
部と下部は無文。 で胎土はやや粗く,砂粒を多

く含む。焼成は良好。

第18表 K 2 - 92遺物観察表(土製品)

第19表 K 2 - 92遺物観察表(石器)

図面

図版

遺物番号

第70図4

第77図12?打製石斧
AG01

第70図5

第77図13 打製石斧
AGO2

一

第70図6

第77図14?打製石斧

Xll+,(ソー
SI159J

III層

10.6

9.1

AG03

第70図7

第77図15
ATO1

種別

形態

剥片 :

出土位置

SI159J

覆土

Si159J

覆土

最大長

(cm)

(8,7)

(3.0)

最大幅

(cm)

4.6

5,0

7.3

1.8

最大厚
(cm)

1.5

1,5

1.5

0.3

重量

(g)
存
熊

貴
板

69,O 部
損

一
刃
欠

85.7 : 完形

-

116.1 完形

1.5 1 欠損

石材 備考

砂岩?短冊形。

告″リ撲形。
フェルス

砂岩 ?やや寸詰まりの分胴形。

黒曜石?縦長剥片,端部欠損。

52

図面

図版
遺物番号

種別

器種 温ト呈、 形の特徴 成・整形の特徴 備考

第70図2

第77図10
DEO1

第70図3

第77図11

DEO2

土製円板

土製円板

Sil59J
覆土

Sil59J
覆土

28 トよほ円形て・j型
1.1

5,6 やや歪んだ不整楕円形底部片

"゜層2414・

内面はていねいな磨き。外面は無
文。

内・外面はていねいな磨き。無文。

暗茶褐色で胎土は緻密。焼
成は良好。

内面は黒色。外面は茶褐色。
胎土はやや粗く,砂粒を多く
含む。焼成は良好。



(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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(10)恋ケ窪遺跡第92次・東山道武蔵路第3次
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第2章第3節 確認調査

第3節 確認調査

1 1I 1-・門占斤ヒ尚M(1)武蔵国分寺跡第676次

Bb;

第78図 MKⅡ-676調査地位置図

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該当する。僧寺寺院地内の南東に位置し,北
西方約140mに七重塔が存在する。遺構の密集度が比較的少なく,苑院(菜園),花園院(花園)
に比定される地域である。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

給排水管の埋設によって遺構に影響が及ぷ範囲を対象として,2カ所(A・Bトレンチ)に調
査区を設定し,より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・性格等を把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は8.37mである。現地調査は平成24年5月21日から平成24年5月25日に実施
し′ヒー。

調査区内は,地表下約20～70cmの深さまで,基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われ,その
下の基本層序Ⅲb層～Va層において,遺構確認を行ったが,遺構・遺物は検出されなかった。

Aトレンチ上層柱状図 Bl-レンチ土層柱状図

1

S
-■ N

63?000

mc

=ぼト
F
Ⅳ

第79図 MKⅡ一676調査区土層柱状図

60

所在地 国分寺市西元町32052」

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成24年5月21日～5月25日

S周査泊11責 8.37♂ 1層物箱数1なし
検出遺構 なし

上な遺物 なし
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第2章第3節 確認調査

(2)武蔵国分寺跡第678次

土

=毛
J〔墨

\辷=-一〆′

第83図 MKI-678調査地位置図

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該当する。調査地は僧寺伽藍地内の北方にあたり,

国分寺崖線下,立川段丘面上に立地する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

給排水管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,より詳しく埋蔵文化財の有無・

内容・性格等を把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は11.31信である。現地調査は平成24年6月25日から平成24年7月2日に実施

した。

調査の結果,遺構が1基検出され,遺構の調査は,規模及び性格を確認する目的で,一部遺

構の断ち割りを行った以外は,工事掘削による遺構への影響がないと判断されたため,平面確

認にとどめ,遺構は現状保存とした。

調査地内は,地表下約50～90 cmまで基本層序Ⅰ層(表土・盛土)で,その下の基本層序

Ⅲa層の上層に堆積した暗茶褐色土において遣構確認を行った。検出遺構は不明掘り込み1基

(SX334)である。遺物は,遺構内外から須恵器,

土師器,土師質土器,瓦,砥石等が出土した。

SX334は,本調査区外の北および南側に広がり,

遣構の全容は明確ではない。一部断ち割り調査し

た結果,規模が東西約3.6m,南北約1m以上,

深さは約50cmを測り,底面の形状はほぼ平坦で,

覆土は黒褐色土の単一層であった。遺物は,土師

器,須恵器,土師質土器,男瓦,女瓦,中世以降

の陶器が出土したが,いずれも小片である。
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所在地 国分寺市西元町ト1ト9

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成24年6月25日～7月2日

調査面積 11.31信 I遺物箱数I1箱
検出遺構 SX334

主な遺物 歴史時代土器・瓦・石製品
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6 暗茶褐色土 しまりあり,粘性ややあり。
炭化物粒極微量,ローム微量。

7 黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。

ローム,赤色スコリア微量,炭化物粒極微量。

1 盛土 暗褐色上

2 表土 暗褐色上 しまりあり,粘性ややあり。
ローム少量、炭化物粒微量。

3 表土 2に似ろ。

4 表土 暗褐色上

5 暗茶掲色土 しまり良い,粘性あり。

第87図 遺構断面図(1/80)
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64



(2)武蔵国分寺跡第678次

第20表 MKI-678遺物観察表(歴史時代土器)

第21表 MKI-678遺物観察表(瓦)

第22表 MKI-678遺物観察表(石製品)

(烏a

1 678-PK01

一
-

■1?」
1v1声W1喝―

2 678-KDOI

1 1
1

1
L

l

ー 1
1

1ー1 一
1

1 ノ

3 678-GL01

1

第89図 出土遺物写真
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図面

図版

遺物番号

種別

器種

1 口径
出土  器高

位置 1 底径
1(cm)

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

第88図1 須恵器
第89図1 喪
PKO1 2■冒) 口縁が「く」字状に屈曲する。

ていねいなロクロ整形。

2段の櫛描波状文を施す。 区灰色で胎土は緻密。焼成良好。

図面

図版
遺物番号

出土

位置

狭端

広端

全長

(cm)

厚さ

(cm)

成・整形の特徴

備考素材 11
布目 特徴

凸面 側・端面

布目 特徴 叩き 特徴 特徴

第88図3
第89図2
KDO1

表土
(12.5)

2.6 粘土板
((21×

21))

糸切り痕あ

り。
縄目

L7本
欠損。

砂粒,粗砂粒,海綿

骨針含む。焼成良

好。灰色。

図面

図版
遺物番号

種別
形態

出土位置
最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm) iご直存状寛 石材 備考

第88図2

第89図3

GLO1

砥石 表土 14.4 2.9 2.5 146.8 完形 流紋岩
四面とも比較的良く砥面を残

している。



第2章第3節 確認調査

(3)武蔵国分寺跡第683次

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)
第90図 MKⅢ-683調査地位置図

に該当する。僧寺寺院地内の西方に位置し,

僧寺伽藍地西辺区画溝と東山道武蔵路の間にあたる。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

給排水管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,より詳しく埋蔵文化財の有無・

内容・性格等を把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は44.73♂である。現地調査は平成24年8月27日から平成24年9月13日に実施
した。

調査地内は,地表下約50 cmの深さまで,基本層序I層(表土・盛土)に覆われ,その下の

基本層序Ⅲb層において,遺構確認を行った。検出遣構は,竪穴住居1軒(SI815),土坑2基

(SK3433・3434),小穴6基(P?1～6)である。遺物は,遣構内外から須恵器,土師器,土師

質土器,灰釉陶器,瓦,博,縄文土器が出土した。

SI815は,

調査区の南

東で検出さ

れた。調査

区外へ広が

り,全容は

不明であ

る。後世の

撹乱を受け

て残存状況

は悪いが,

床面の貼床

と周溝が一

部確認され

た。遺構の

深さは確認

面から最大

で約30 cm
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第91図 MKⅢ-683調査地全体図(1 / 250)

66

所在地 国分寺市西元町2332

調査原囚 集合住宅建設

調査期間 平成24年8月27日～9月13日

調査面積 44.73♂ 嘔遺物箱数-11箱
検出遺構 SⅠ815 SK3433・3434 P-1～6

上な遺物 歴史時代土器・瓦・博



(3)武蔵国分寺跡第683次

である。遺物は,須恵器坏,土師質土器,男瓦等出土した。

SK3433・3434は,調査区外に広がり全体は不明だが,前者が東西約2m,南北50cm以上,

確認面からの深さは90cⅢで,後者が東西約2m以上,南北約50cm以上,確認面からの深さは

60 cmである。平面形は隅丸方形と想定される。両者とも,掘方・人為的な埋め戻しの覆土の

状態が類似し,同様の性格の遺構と推測されるが,性格は不明である。遺物は,SK3433覆土

中から須恵器喪,土師質土器婉,灰釉陶器椀,SK3434覆土中からヘラ書き文字「口(都)」を

記した女瓦,博が出土した。

SI815使用時完掘平面図,SK3433完掘平面図 SⅠ815構築時完掘平面図
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SI815,SK3433北壁断面
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Ⅵ
-表土・盛土
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6

4
3

盛土

E
-

65.400

lO
11

] 8

0 1m

SK3433

3 黒褐色上 しまりややあり,粘性ややあり。

ローム含む。ロームブロック・0.5～lcm含む。Ⅲ層ブロック少量。

4 黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。

ロームやや多い。ロームブロック・0.5～lcm少量。

5 暗褐色土 しまり弱い,粘性やや弱い。

ローム多い。ロームブロック・0.5～lcm少量。

6 黒褐色土 しまりやや弱い,粘性ややあり。

ローム少量。ロームブロック・0.5cm微量。

7 灰黄褐色土しまりややあり,粘性土ややあり。

ローム多い。ロームブロック0.5～1cmやや多い。

8 黒褐色土 しまりあり,粘性あり。

ローム・ロームブロック0.5～2cm少量。Ⅲ層ブロック含む。

SⅠ815

9 黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。ローム少量。

10 黒褐色土 硬化,粘性あり。ローム,白色粘土粒微量。

焼土粒極微量。貼床。
11 黒褐色土 硬い,粘性強い。Ⅲ層上主体。ローム微量。構築上。

12 黒褐色土 しまりややあり,粘性ややあり。ローム微量,

13 黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。ローム微量。炭化物粒微量。
18 黒褐色土 表土混入。しまりやや弱い,粘性やや弱い。ローム微量。

第92図 遺構平面図・断面図(1 / 60)
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調査区北側トレンチ土層柱状図 調査区南北トレンチ土層柱状図 SK3434南壁断面
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表土 褐色上 しまりややあり.粘性弱い。ローム少量。
表上 暗褐色土 しまりややあり,粘性土ややあり。ローム微量。
黒褐色土 しまりあり,粘性ややあり。ローム多量。

ロームブロック・0,5～2 cniやや多い。.白色粘土粒極微量。
黒褐色上 15層とほぼ同じ。15層よりローム、ロームブロックが少ない。
黒褐色上 しまりあり,粘性あり,ローム,ロームブロック・0.5～2cm少量。

白色粘土粒極微量。焼上粒極微量。Ⅲbブロック少量。
黄褐色土 しまり良い,粘性強い。ローム土(ローム～ロームブロック2cni)主体。

黒色上,Ⅲ層上少量。白色粘土粒極微量。
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暗褐色土 しまり良い～あまい,粘性ややあり。
ローム微量。

黒褐色土 しまりややあり,粘性ややあり。
ローム少量。

黒褐色土 しまりややあり,粘性ややあり。
ローム微量。

黒褐色上 しまり弱い,粘性ややあり。
ローム少量。

1 暗褐色土

2 暗褐色土

しまり弱い,粘性やや弱い。
ローム少量。ロームブロック微量。
しまり弱い,粘性弱い。
ローム少量。

P-4

南北断面

1
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

P-3

東西断而
E
一

65. 400

Y-
Ⅵ
一

しまり弱い,粘性刺い。
ローム邦分的に含む。
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Ⅲbブロックやや多い。
しまり弱い,粘性弱い。
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1 暗褐色上

2 暗褐色土
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65.400

レー
1

2

黒掲色土 しまりあり,粘性ややあり、
ローム、ロームブロック・0.5cmやや多い。
白色粘土粒権微量。

黒褐色土 しまりややあり,粘性ややあり。
ローム少量。ロームブロック0.5～lcm少量。

O 1m

1 黒褐色土 しまりやや弱い,粘性やや弱い。
ローム少量。ロームブロック・0,5cm微量。P-6。

黒褐色上 しまりややあり,粘性やや弱い。ローム微量。
黒褐色上 しまりややあり,粘性ややあり。

ローム、ロームブロック・0.5cmやや多い。
4 黒褐色土 しまり弱い,粘性やや弱い。

ローム微量。Ⅲbブロック微量。
Ⅲbブロック

黒褐色上 しまりやや弱い,粘性ややあり。
ローム少量,ロームブロック・0.5cm微量。

2

3

5

6

第93図 遺構断面図( 1/ 60)
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(3)武蔵国分寺跡第683次
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(3)武蔵国分寺跡第683次

第23表 MKⅢ-683遺物観察表(歴史時代土器)

図面

図版

遺物番号

種別

器種

口径

器高

底径

(cm)

土?{ビ憬器ト
11.5

3.9

5.1

やや胴部に張りがあるが,ほぼ
直線に口縁部が開く。

ロクロ整形。底部糸切り。

±{2よ星1須恵器
第102図2
PK02

坏 ? 床直
SI815 (2.3)匡化2恕;

やや胴部に張りがある。
4.2

土}:1=箕?須生器ト冒配・ト!、
PK03

患 ? 覆土
胴部片のため,全体の器形は不?ていねいなロクロ整形。
明。 2段の櫛描波状文を施す。

±io344?? “114?SK3433?“;3.4))i底部欠損。全体の1/4残存。
(4.9)隘Uぷ1冨呆論羅1゛第102図4: 土器

覆土
婉PL011婉1゜-1-

第101図51 土師質
第102図51 土器
PL02 1 椀

SⅠ815

覆土
(z.g) 底部高台部のみ残存。貼付高台。?ウゆゎ。
((7.0))

巳}:11ス?灰平1器トシ?・?(青、
PN011Vし11ス二1-

椀 ? 覆土
底部のみ残存。貼付高台。

土
置

Ⅲ
僅

備考成・整形の特徴器形の特徴

灯明で使用か,煤付着。灰色

で胎土は粗く,砂粒を含む。
焼成は良好。

ロクロ整形。底部糸切り。 灰色で胎土は粗く,砂粒を含

内面は比較的ていねいなナデ。 田。焼成は良好。

灰色で胎土は緻密。

焼成は極めて良好。

橙色で胎上は粗く,砂粒を含
む。焼成はやや不良。

橙色で胎土は緻密。焼成は

良好。高台高1.00

灰白色で胎土は緻密。

焼成は良好。

ロクロ整形。

ロクロ整形。

第24表 MKⅢ-683遺物観察表(瓦)

第25表 MKⅢ-683遺物観察表(博)

71

遺物番■ イi置図面
図版 出1

狭立1 1
広端 1 厚さ
全長 : (cm)
(cm) 1Wm' 。。?“= 備考

叩きロ
第101図7
第102図7
KC01
メ -  1.5

(10.5) :

(266)Ⅰ-- 2.4

亘 ■5×1ε
 

)- - 砂粒,海綿骨針含
む。焼成良好。灰色
～暗灰色。

凹面にヘラ書き「口
(都)」あり。砂粒,小

石含む。焼成やや不
良。淡灰色～明褐色。[ 2.4

"10118SK3434

KDO1げ1

図面

図版

遺物番号

出土

位置

長辺

短辺

厚み

(cm)

素材

成・整形の特徴

備考

y上面

第101図9

第102図9

KHO1

SK3434

覆土

(4.6)

(1.4)

(2.7)

粘土塊 削り。 欠損
砂粒,海綿骨針含む。焼成やや良好。暗赤褐

削り。 色。
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(3)武蔵国分寺跡第683次・(4)武蔵国分寺跡第687次

\

(4)武蔵国分寺跡第687次 \、′臥/マシ

S1′iゞ、覧き

第103図 MKI-?687調査地位置図
調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺

跡)に該当する。僧尼寺中間地点の北

側,東山道武蔵路の西側に位置する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・

平安時代等の遺構や遺物が存在する可

能性があるため,1駐車場設置によって

遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,

より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・

性格等を把握する目的で,2箇所(A・

Bトレンチ)に調査区を設定して確認

調査を行った。

調査面積は6.13mである。現地調

査は平成24年10月26日から平成24

年11月1日に実施した。

調査区内は,地表下約20～40 cmの

深さまで基本層序I層(表土・盛土)

で覆われ,その下から～1.7mの深さ

の基本層序Ⅳ層～Ⅷa層において,縄

文時代,旧石器時代の遺構確認を行っ

たが,遺構・遺物は検出されなかった。
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所在地 国分寺市西元町2」05

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成24年10月26日～11月1日

調査面積 6.13ポ I遺物箱数Iなし
検出遺構 なし

主な遺物 なし
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隣地
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▽ \l/

盛土

N4
Ⅳ.

E
- 一
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第106図 MKⅢ-687調査地全体図(1/250)・断面図(1/40)
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(4)武蔵国分寺跡第687次・(5)武蔵国分寺跡第688次

(5)武蔵国分寺跡第688次

゜ 1

亮瑠1白)曹式二
(1正エこ=

第107図 MKI-688調査地位置図

?=冫1

調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該当し,遺跡の東縁に位置する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

建物基礎工事によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,より詳しく埋蔵文化財の有無・内

容・性格等を把握する目的で,2箇所(A・Bトレンチ)に調査区を設定して確認調査を行った。

調査面積は19.4♂である。現地調査は平成24年11月19日～平成24年11月27日に実施した。

地表下約80 cmの深さまで,基本層序Ⅰ層(表土)に覆われており,その下の基本層序Ⅲb

層において,遺構確認を行ったが,遺構は検出されなかった。遺物は,勝坂Ⅲ期の縄文土器片

が出土した。

DD
-

(N189)
隣地 一
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隣地?
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1 黒褐色土

(表土層)しまりややあり,すきま少し,

粘性やや弱い。ローム微量。

-
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(N165)
-

Bトレンチ上層柱状図
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Nゞ L E
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10m
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(E828) (E834) (E840) (E846)

第108図 MKI-688調査地全体図< 1 / 400)・断面図(1/40)

O

- -

58,000

]5

所在地 国分寺市東元町3419

調査原凶 グループホーム建物建設

調査期間 平成24年11月19日～11月27日

調森而積 19.40渭 1遺物箱数11箱
検出遺構 なし

」二tc遺物 縄文土器

ローム盛土

表上

Ⅱ

Ⅲa
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第111図 出土遺物実測図(縄文土器1/3)

第26表 MKI-688遺物観察表(縄文時代土器)
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第112図 出土遺物写真
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(5)武蔵国分寺跡第688次・(6)武蔵国分寺跡第690次

(6)武蔵国分寺跡第690次

」

翫

U〕

(?・JP一警い ゛??:'l?)゛ミ
;苅゛・、′τ臥\

第113図 MKⅢ-690調査地位置図
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第114図 調査区全景(西から)

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該

当する。僧寺寺院地内の南西に位置し,僧尼寺中間

地点にあたり,西には東山道武蔵路が通る。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の

遺構や遺物が存在する可能性があるため,給排水管

の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象とし

て,より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・性格等を

把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は3.22mである。現地調査は平成25年

2月12日～平成25年2月14日に実施した。

工事の掘削深度である地表下約60 cmまで調査を

行ったが,基本層序Ⅰ層中(表土・盛土)で,遺

構確認面まで達しなかったため,遺構は検出されな

かった。また,遺物も出土しなかった。
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第115図 MKⅢ-690調査地全体図(1 / 400)
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11

所在地 国“会寺市西元町3-8-5
調査原因 集合住宅建設

調査期間 平成25年2月12日～2月14日

調査面積 3.二2渭 “ 1遺物箱数一Iなし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



第2章第3節 確認調査

(7)武蔵国分寺跡第691次
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第116図 MKⅢ-691調査地位置図

DS

(S234)

調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・

19遺跡)に該当する。僧寺寺院地内

の南西に位置し,僧尼寺中間地点のあ

たり,西には東山道武蔵路が通る。当

該地は,旧石器・縄文・奈良・平安

時代等の遺構や遺物が存在する可能性

があるため,給排水管の埋設によって

遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,

より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・

性格等を把握する目的で,2箇所(A・

Bトレンチ)に調査区を設定して,確

認調査を行った。

調査面積は3.40mである。現地調

査は平成25年2月12日～平成25年

2月14日に実施

した。

工事の掘削深

度である地表下

約60 cmまで調査

を行ったが,基

本層序I層中(表

土・盛土)で,

遺構確認面まで

達しなかったた

め,遺構は検出

されなかった。

また,遺物も出

土しなかった。
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所在地 国分寺市西元町385

調査原因 個人住宅兼工場店舗建設

調査期間 平成25年2月12日～2月14日

調査面積 3.40M I遺物箱数Iなし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



(7)武蔵国分寺跡第691次・(8)武蔵国分寺跡第692次
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第120図 MKI-692調査地位置図

低

調査区は,武蔵国分寺跡(No.19遺跡)に該当する。僧寺寺院地外にあたり,遺跡の北東部

に位置する。武蔵野段丘面上の台地縁辺部に位置する。

当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代等の遺構や遺物が存在する可能性があるため,

下水道管の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,より詳しく埋蔵文化財の有無・

内容・性格等を把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は19.13mfである。現地調査は平成25隼2月4日から平成25年2月8日に実施し

た。

調査地内は,地表下約50cmの深さまで,

基本層序Ⅰ(表土・盛土)に覆われており,

その下層において,奈良・平安時代以降の

遺構確認を行い,小穴1基(P?1)が検出さ

れた。遺物は,P?1から土師器片が1点出土

した。

続いて,地表下約90cm～1.Omの深さの

基本層序Ⅲc層において,縄文時代の遺構

確認を行ったが,遺構・遺物は検出されな

かっ杷。
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第121図 調査区全景(北から)

N
-

申 ▽
S
-

76,000

I

盛土

一

Ⅲa

Ⅲb

ー

75.500 l
〆

ー

1
1

ⅢC

第123図 MKI-692調査区土層柱状図

l
第122図 P-1断面(東から)
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所在地 国分寺市泉町1-83・4

調査原因 道路

調査期間 平成25年2月4日～2月8日

調査面積 19,13ポ I遺物箱数11箱
検出遺構 P- 1

主な遺物 土師器

盛土

Ⅲb
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1 黒褐色土 くすむ。し主りややあり。すきま少し。
粘性やや弱い。ローム微量。

2 黒褐色土 しまりややあり、すきま少し、粘性ややあり。
ローム微壁。

道路
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第124図 MKI-692調査地全体図(1 / 250)・遺構断面(1/40)
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(8)武蔵国分寺跡第692次・(9)武蔵国分寺跡第694次

(9)武蔵国分寺跡第694次
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第125図 MKⅢ-694調査地位置図
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調査区は,武蔵国分寺跡(No.10・19遺跡)に該当し,尼寺伽藍地南西部にあたる。

当該地は,昭和54年のMKⅢ?94調査によって(『武蔵国分寺跡発掘調査概報XⅣ』1989),

溝2条や推定鎌倉街道の道路面と想定される特殊遺構(SX11)が検出されている。また,未調

査である対象地内の南側には,尼寺伽藍地南辺区画溝(SD34)が通ると想定される。

既往調査成果によって,今回の工事で遺構に影響する範囲はなく,遺跡は現状で保存される

と判断されたため,工事中に立会調査を行うこととし,対象地南側に尼寺伽藍地南辺区画溝が

位置するため,その位置や内容等

を把握する目的で確認調査を行っ

把。

調査面積は8.33ポである。現地

調査は平成25年3月14日から3

月22日に実施した。

調査の結果,尼寺伽藍地南辺区

画溝と推定鎌倉街道が検出された

ため,図面・写真の記録をとり,

遺跡は現地保存とした。

調査地内は,地表面から約1.1

mの深さまで基本層序Ⅰ層(表土・

盛土)に覆われ,その下層におい

て遺構確認を行い,溝2条(SD34・

335),道路1条(SF5),小穴1

基(P?1)が検出された。出土遺物

は,遺構外から須恵器・瓦片が出

土した。

SF 5は,鎌倉街道に推定される

道路跡である。鎌倉街道は,幕府

の置かれた鎌倉と諸国を結ぶ道路

の総称で,武蔵国を通る3つの幹
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所71三地 国分寺市西元町4-521

調査原因 個人宅造

調査期間 平成25年3月14日～3月22日

調査而積 8.33ポ 1遺物箱数11箱
検出遺構 SF5,SD34・335

;Lな遺物 歴史時代土器
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線道路として上道・中道・

下道がある。このうち,SF

5は,国分寺市内を通過す

る上道に比定され,この延

長線上の国分寺崖線には,

鎌倉街道と伝承される薬研

堀状の切り通しが今も残

る。

平成6年度実施のMKⅢ

一401調査で本調査区の南

側においてSF 5が調査さ

れ,路面と道路の東側と西

側に沿って南北に掘り込ま

れている2条の溝(SD101・

335)や構築状況が良好な

形で確認され,確認状況か

らSF 5は3段階に分けら

れている。当該地における

SF 5の内容の参考として,

MKⅢ?401調査成果を述べ

ておく(『武蔵国分寺跡調

査概報XXⅢ』1999)。

第1段階は,範囲は不明

確だが,幅約7m,厚さ約15cmの硬質面が確認されている。

第2段階は,幅約7m,厚さ10cm前後の硬質面で,この面から東側溝(SD101)と西側(SD335)
が掘り込まれる。

第3段階は,礫と国分寺瓦片を敷いた面で厚さ10～15cmである。路面は南東方向から北上

するライン(Aライン)と南側から北上するライン(Bライン)とがあり,Aラインは幅約2m,

Bラインは幅約5m,合流地点で幅約8.2mを測る。

構築状況は,長さ1.5～3m,幅50cm,深さ10～15cmの楕円形の土坑状の穴が道路方向

に直行して波板状に掘り込まれ,覆土は小砂利,ローム土,暗褐色土の混在した極めて硬化し

ている。波板状の掘り込みは石敷路面のAラインとBラインそれぞれに直行する形で確認され

ている。構築と礫敷きの路面とは間層がなく,時期差はほとんどないと考えられている。

各段階の時期は出土遺物から,第3段階が中世,第1・2段階が中世以降で近世～近代に比

定されている。

本調査では,第1・2段階の路面は未検出である。第3段階の波板状の掘り込みの平面プラ

ンが確認された。覆土は黄褐色土,灰暗褐色土,暗赤褐色土で,小砂利が混じり,硬化してい

る。覆土の最上層には小石や瓦片が一部見られ,これらが第3段階の石敷きの路面が残存して
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① 黒褐色土 しまり硬い,粘性有り。

ローム多い。炭化物粒微量。SD34。

①′黒褐色土 しまり非常に硬い,粘性有り。SD34.

② 黄褐色土 しまり非常に硬い(硬化),粘性有り。
P-1 ローム土からなる。黒褐色土,暗茶褐色土混入る。SF5o

③ 黄褐色上 しまりやや硬い,粘性強い。

ローム土からなる。Ⅲc,Ⅳ層に似る。
④?1 灰暗褐色土 しまり非常に硬い(硬化),粘性有り。

ローム少量。ロームブロック・0,5cm微量。小石混入。

砂混入。SF50

④?2 暗赤褐色土 しまり硬い,粘性やや有り。

ローム少量。砂,・5mm程度の小石やや多い。

・10cm礫混入。

上層は・1～2cmの小石多い。SF50

④?3 黒褐色土 しまり非常に硬い,粘性有り。ローム多い。SF5.

  暗茶褐色土 しまりやや硬い,粘性有り。ローム微量。SD335。

  暗茶褐色土 やや硬い,粘性あり。ローム少量。黒色土粒少量。P?1。
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第128図 MKⅢ-694調査区平面図(1 / 60)
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第129図 調査区全景(北西から)
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第130図 調査区全景(北から)
いるものの可能性がある。

SD335は,SF5道路跡の西側に沿って掘り込まれた南北溝である。本調査では,調査区の西

端で遺構の東端が検出されたのみで全体は不明であり,SF 5の波板状の掘り込みとの方向が

若干異なるため,今後の調査でSF5に伴う溝か検証する必要がある。

SD34は尼寺伽藍地南辺区画溝である。覆土は硬くしまり,SF5の波板状の掘り込みが確認

された。波板状の掘り込みの覆土は他地点とは異なり,SD34覆土に似た黒褐色土である。

遺構の切り合い関係は,(古)SD34→SF 5波板状の掘り込み→SD335 (新)となる。
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第131図 SD34・335,SF5確認状況(西から)
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第132図 S「5確認状況(東から)
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冬逐
1 694?PK01 O 10cm

第135図 出土遺物実測図(1/3)

第27表 MKⅢ-694遺物観察表(歴史時代土器)

図面

図版
遺物番号

口径 :
種蜀 1 出± ? !高 1
器種 : 位置 : 底径

(cm)

エよ±早{ヰ? 表土 ?t(ti,gφ9」昌1慧音:几3で0゜"″″ ロクロ整形。

-

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

灰色で胎土はやや粗く,砂粒
を多く含む。焼成は良好。

m
1 694-PK01

第136図 出土遺物写真
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(9)武蔵国分寺跡第694次・(10)殿ケ谷戸北遺跡第4次

(10)殿ケ谷戸北遺跡第4次

調査区は,殿ケ谷戸北遺跡(No.20遺跡)に

該当し,本多谷に面した武蔵野段丘上に位置

する。

当該地は,旧石器・縄文時代の遺構や遺物

が存在する可能性があるため,下水道管の埋設

によって遺構に影響が及ぶ範囲を対象として,

より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・性格等を

把握する目的で確認調査を行った。

調査面積は6.99信である。現地調査は平成

24年10月1日に実施した。

調査地内は,地表下25～55cmの深さまで基

本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われており,そ

の下の深さ約0.5～0.7mの基本層序Ⅲb層に

おいて,遺構確認を行ったが,遺構は検出され

なかった。遺物は,遺構外から勝坂Ⅲ期の縄文

土器が1点出土した。
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第137図 K20-4調査地位置図
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第139図 調査区全景(北から) 第140図 出土遺物実測図(縄文土器1/3)

第28表 K20-4遺物観察表(縄文時代土器)

◆ψ
1 K20-4?JE01

第141図 出土

遺物写真

10cm

85

所在地 国分寺市南町ト92

調査原因 集合住宅建設

調査期間 平成24年10月1日

調査面積 6.99信 I遺物箱数I1箱
検出遺構 なし

主な遺物 縄文土器

図面

図版

遺物番号

種別

器種

出土

位置

口径

器高

底径

(cm)

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

第140図1

第141図1

JEO1

深鉢 カク乱 (3.1)
胴部片のため全体の器形は

不明。

内面は未調整,外面は縦位のRL縄
文を施文。

繞坂Ⅲ期。暗褐色で胎土は
やや粗い。小石砂粒を少量含
む。焼成はやや不良。
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(11)No.37遺跡第9次 )U)」

[・稟11}
1圏、′1}盲ラ1巳

第142図 K37-9調査地位置
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調査区は,No.37遺跡に該当する。国分寺崖

線からやや北側に入った野川の開析谷に面する

武蔵野段丘面上に位置する遺跡のほぼ中央部に
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当該地は,旧石器・縄文・奈良・平安時代 一
j 1

の遺構や遺物が存在する可能性があるため,建

物基礎によって遺構に影響が及ぷ範囲を対象と
1叫

して,より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・性 1

格等を把握する目的で,2箇所(A・Bトレン -

チ)に調査区を設定して,確認調査を行った。 第143図 Aトレンチ縄文時代確認状況全景(西から)

調査面積は19.81信である。現地調査は平成 ゛・一一一一
一

一

二一一一づ==h
一

24年8月27日から平成24年8月31日に実施

した。
-

Aトレンチは,地表下90 cm～1.1mの深さ

まで基本層序I層(表土・盛土)に覆われてお

り,その下の基本層序Ⅲc層において遺構確認

を行い,さらに地表下約2mの深さの基本層序

Vb上層まで旧石器時代の調査を行ったが,遺

構・遺物は検出されなかった。

Bトレンチは,地表下1～1. 1-o,さよ、。1441 111ゝt1ミ:゛1ゝ1テ911“69
基本層序Ⅰ層(表土・盛土)に覆われており,

その下の基本層序Ⅲb～c層において遺構確認
l

一

一

-

Nレ,

I
川
]

を行ったが,遺構・遺物は検出されなかった。
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第145図 Bトレンチ調査区全景(北から)
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所在地 国分寺市西恋ケ窪3525

調査原因 その他建物建設

調査期間 平成24年8月27日～8月31日

調査面積 19.81信 1遺物箱数1なし
検出遺構 なし

主な遺物 なし
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第2章第3節 確認調査

(12)東山道武蔵路第2次
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第147図 K58-2調査地位置図
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認方
ぐ

調査区は,東山道武蔵路(No.58遺跡)に該当する。恋ケ窪谷の低地部分にあたり野川の源

流の一つである湧氷地の姿見の池の北側に位置する。

当該地は,奈良・平安時代の遺構や遺物が存在する可能性があるため,建物基礎および給

排水管の埋設によって遣構に影響が及ぶ範囲を対象として,より詳しく埋蔵文化財の有無・内

容・性格等を把握する目

的で,3箇所(A・B・C

トレンチ)に調査区を設

定し,確認調査を行った。

調査面積は12.68循で

ある。現地調査は平成24

年9月10日に実施した。

Alヘレンチは地表下約

30 ～70 cm,Bトレンチは

地表下約30cm,Cトレン

チは地表下約30cmまで,

それぞれ掘削工事によっ

て遺跡に影響が及ぶ可能

性のある深度まで遺構確

認を行ったが,基本層序

Ⅰ層中(盛土)であり,

遺構および遺物は検出さ

れなかった。
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K58-2調査地全体図(1/250)

1
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所住地 国分寺市西恋ケ窪1826

調査原囚 分譲住宅建設

調査期間 平成24年9月10日

調査而積 12.68信 1遺物箱数トし
検出遺構 なし

圭な遺物 なし
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第2章第4節 試掘調査

第4節 試掘調査

(1)東恋ケ窪6 - 10 - 5地点
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第153図 東恋ケ窪6-10-5地点調査地位置図

レ

=

調査地は,周知の埋蔵文化財包蔵

地の範囲外であるが,市内を南北に

縦貫する東山道武蔵路(No.58遺跡)

の北側延長線上に近接している。こ

のことから,道路跡等の遺構が発見

される可能性があるため,開発事業

者と協議のうえ,工事に先立って遺

跡の有無を確認する目的で試掘調査

を実施した。

調査は,東山道武蔵路の推定通過

ルートに直行するように調査区を設

定して行った。調査面積は7.38爾

である。現地調査は平成24年7月

23日に実施した。

調査区内は,地表面から深さ約

40～60 cmまで基本層序Ⅰ層(表土・

盛土)に覆われており,その下の基

本層序Ⅲc～Ⅳ層において,遺構確

認を行ったが,遺構・遺物は検出さ

れなかった。

今回の調査では,東山道武蔵路お

よびこれにかかわる遺構は検出され

なかったが,東山道武蔵路が本調査

区より東側に位置することが確認で

き記。
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第154図 東恋ケ窪6-10-5地点調査地全体図(1/250〉

第155図 調査区全景(東から)
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所在地“ 国分寺市東恋ケ窪6-10-5

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成24年7月23日

調査面積 7.38♂ 1遺物箱媛1なし
検出遺構 なし

主な遺物 なし



第3章 まとめ

第3章 まとめ

個人住宅建設に伴う事前調査および民間開発事業に伴う確認調査は,武蔵国分寺跡(No.10・

19遺跡)17地区,恋ケ窪遺跡(No.2遺跡)2地区,殿ケ谷戸北遺跡(No.20遺跡)1地区,No.

37遺跡1地区,東山道武蔵路No,58遺跡(東山道武蔵路)2地区,東山道武蔵路延長地点にお

ける試掘調査1地区の計23地区である。

武蔵国分寺跡は給排水管埋設部分(12件),建物基礎(3件),駐車場建設(1件)を対象

として,総面積200.28信の調査を行った。寺院地内は10件(内尼寺2件),寺院地外は7件

である。その他市内遺跡は,給排水管埋設部分(4件),建物基礎(2件)を対象として,総

面積56.96信の調査を行った。周知の包蔵地には当たらないが,東山道武蔵路の延長線上にお

ける宅地開発の試掘調査(1件)7.38ポの調査を行った。

主な調査について下記にまとめる。

武蔵国分僧寺跡では第683次調査で,竪穴住居1軒(SI815),土坑2基(SK3433・3434),

小穴6基が確認された。遺物は,遺構内外から須恵器,土師質土器,灰釉陶器,男瓦,女瓦(へ

ラ書き「口(都)」,博が出土し,SI815の床面から10世紀代の須恵器坏が出土した。

尼寺跡の調査を行った武蔵国分寺跡第694次調査では尼寺伽藍地南辺区画溝(SD34)と考え

られる溝跡とこれを切って鎌倉街道と推定される道路遺構(SF 5)とその西側溝(SD335)が

検出された。なお,本調査は尼寺伽藍地南辺区画溝の確認を目的とした確認調査で,遺構の配

置を平面的に確認し,現地保存としている。尼寺跡における伽藍地区画溝と推定鎌倉街道の新

旧関係が確認され,今後,当該地は尼寺の存続時期を知る上でも重要な地点であることが確認

された。

東山道武蔵路は,恋ケ窪6丁目地点において東山道武蔵路の延長線上における宅地開発の試

掘調査を含め3件の調査が行われ,東山道武蔵路第3次調査において,東山道武蔵路の東側溝

と想定される溝(SD 5)が検出された。今回の3件は東山道武蔵路の調査が比較的多い武蔵

国分僧尼寺中間地点ではなく,市域北側の恋ケ窪地区における調査となった。第3次調査にお

けるSD 5の検出とともに,恋ケ窪6丁目における試掘調査では遺構は未検出であったものの,

周知の包蔵地外における東山道武蔵路の通過ルートの絞り込みができたことは,重要な成果が

得られた調査となった。

縄文時代の調査では,恋ケ窪遺跡第92次調査では,竪穴住居(SI159J)の一部を検出した。

覆土中および床面直上より出土した土器は勝坂期を主体とした時期であり,住居の時期も概期

に相当すると考えられる。恋ケ窪遺跡においては既往の調査で想定される中期の集落中心より

やや北西にあたるものの,住居が点在する様相が看取され,中心集落とその周辺域での集落の

変遷を明らかにする上での情報が得られた。

最後になりましたが,本書に収載した個々の緊急発掘調査にあたっては,地権者の皆様なら

びに施工業者様のご理解とご協力なくしては到底実現し得なかったものです。調査に関係され

ました皆様には,改めて感謝の意を表します。
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ひがしもとまち

東元町 43.2" ?38.9′?20121018

種別 1 主なH前←下1涛i薩 ?主な損石中j怜冷1I
集落跡

道路跡 縄文時代レ」・穴1基(PJ?1)

川r Fmhrk%。1 調査期間 ?;t3%!fF'ffl調査原因
とうきょうと

東京都
こくぶんじし

350 日390 ?20130122
国分寺市1 13?214 41′ 128′ ～

いずみちょう

泉町 51.6″ ?29" ?20130124

?主な遺物?特記事項

濫詔 縄文時代 なし ビご
叫1オニュ。′で 。専i 調査期間 4デ調査原因

とうきょうと

東京都
こくぶんじし

1390

国分寺市1 13-214 ? 10・19 28′
にしもとまち

西元町 29.4′

種別

集落跡

道路跡

ふりがな

とうきょうと

東京都
こくぶんじし

350

国分寺市1 13?214 42′
にしこいがくぼ

西恋ケ窪 8.5″
20130214

?主な遺物」11貢1賃

ぅffiユ。t 。1 調査期間 調九T積調査原因
とうきょうと

東京都
こくぶんじし

350 ?1390 ?20130307
国分寺市1 13?214 1 2・58 1 42′ ?28′ ～

にしこいがくぼ

西恋ケ窪 10.9′ ?10.4′?20130321

集落跡 1縄文時代?竪穴住居1軒(SI195J) ?縄文土器
古代 ?溝1条(SD5)

川γ一=.8。昔竺 。専竺 調査期間 ?a::Whi調査原因
1390

凭ち′

29″

1

♂
V
4
l
l

ふ
 
4
ふ

13-214 10・19 33.56 ?個人宅造
むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡

(第684次) 1

所収遺跡名

91 17.01 ?個人宅造
χ蔽歪薄U
(第685次)

11所収簀麻i

2.17 ?個人宅造9ト
エ

むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡

(第689次) 1

所収遺跡名

5
0
 
1
l
 
7
l
l

J
4
2

20130222

～

20130227

5.52 ?個人宅造
むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡

(第693次) 1

しナよ しナよ

[
ト

勺-Mナ立

収遺跡名 市町行?巾函想r?'ffl'1
コード 4九Tラ査原因

1390 ?20130213
28′ 1 ～
8″

2 3.55 ?個人宅造頑肩轟亡
(第91次)

1

1所収遺跡名

こいがくぼいせき

恋ケ窪遺跡

(第92次)

東山道武蔵路

(第3次)

13.93 ?個人宅造

1



-

ふりがな 寸ふりが7珂
所収遺跡名 ?所在地

とうきようと

東京都
こくふんしし

国分寺市
にしもとヒら

西冗町

種別

集落跡

道路跡

?所在地
とうきiうと

東京都
こ〈ふんじし

国分寺市
にしもとまぢ

西九町

種別

集落跡

道路跡

ふりがな

所在地
とうきようと

東京都
こくふんしし

国分寺市
にしもとまち

西九町

種別

ィ,1γ一=オ。T' 。豐i 調査期間
I

350

10・191 41′
25.9"

主な時代1主な遺構

1390

28′

28,2"

20120521

～

20120525

?主な遺物?特記事項

東経
゛岬1?調査原因

n1

分譲住宅建設13-214 8.37
よ.pさしこくぶんしあと

武蔵国分寺跡

(第676次)

なし

所収遺跡名

コード 北緯

市町村 ?遺跡番号?゜″′
調査期間

350

10・191 41′
35.7′

1主な時代?主な遺構

1390

28′

19.5′

20120625

～

20120702

主な遺物?特記事項

土器

瓦

石製品

分譲住宅建設43-244- 11.31

むさし二くぶんじあと

武蔵国分寺跡

(第678次)

古代 不明掘込1基(SX334)

ゎ.,」γーTh'E賢竺 。志i 調査期間 4九T"?調査原因
1

ふりがな

所収遺跡名

350

10・19 1 41′
29.9′

主な時代 ?主な遺構

竪穴住居1軒(SI815)
古代 1土坑2基(SK3433・3434)

小穴6基(P-1～6)

コード

市町村 ?遺跡番号日′1゜″′1

1390

28′

11.9″

20120827

～

20120913

土器

瓦

縛

集合住宅建設13-214 44.73

ti・さしこくぶんしあと

武蔵国分寺跡

(第683次)

集落跡

道路跡

1

ふv)孕鵞ナ立

所収遺跡名

ふM)岱ナ立

所在地
とうきようと

東京都
こくぶんしし

20121026

国分寺市 ～

にしちとよら

西元町 20121101

種別 主な遺物?特記事項
集落跡

道路跡
なし

所在地
ェ艷一=6o1賢1専琶 調査期間 a:!fW調査原因

とうさLうと

東京都
二〈ふんしし

350 20121119

国分寺市 41′ ～ 19.40
ひがしもとまち

東元町 40.9" 20121127

種別 1 主な時桟11でd舶1 ?主な遺物?目n憇4面
縄文時代?なし 縄文上器

?所在地 I i'n 雫'- W # "f %。t 。ffi 調?査期間 4デ調査原因
とうきkうと

東京都
こく,6・んしし

350 H390
国分寺市1 13?214 ? 10・191 41′ ?28′
にしもとまら

西元町 23.2′ ?9.4′

種晃[「▽」][荷嗣て丁I漬直1
集落跡

道路跡
なし

350

41′

35.8″

主な時代?主な遺構

なし

1390

28′

5.5″

分譲住宅建設13-214 19 6.13

ズ墓荀雰尋゛蔽
(第687次) 1

1

1

呉)Ⅴ)ナ＾ナ立

所収遺跡名

1390

28′

49.7″

13-214 その他建物建設19むさしこくぶんしあと

武蔵国分寺跡

(第688次)
I

I

1

ふりがな

所収遺跡名

20130212

～

20130214

1主ボml啄丁惇E1面

集合住宅建設3.22
X点荀券等蘇
(第690次)

I

1



1

個人住宅兼
店舗建設

州γ一=ゎ。4賢1!i 調査期間 +m 原因一
とうきょうと

東京都 350 日390 ?20130212
目益缶113-214110.19日i・ I六 ～

にしちとまち

西元町 23.2" 1 9′ ?20130214

種別 ?Y【Tt肩(丁呈な遺千i 「王万逼藤弓iΩ己事項
集落跡

道路跡
なし

川γ一=ユ。W 。青i 調査期間 雪蔽声)調査原因
とうきょうと

東京都

霞梵缶
いずみちょう

泉町

350 11390 120130204
41′ ?28′ 1 ～
48.1″?27.3" 1 20130208

「王ゐ謳蚕肩i曽己事項
集落跡
道路跡

1所在地 l ヵ雫一=ユ。背竺 。m 調査期間 4デ調査原因
とうきょうと

東京都 350 ?1390 ?20130314こくぶんじし

国分寺市1 13-214 口0・19口1′ ?28′ ～

iこしもとまち
20.g // I2.5 // 120130322西元町

1種別一?置考な時代丁主な査1 「▽Eゼft-+望1多r?レ右?旨己萬1ラ皐r
道路(SF5)
溝2条(SD34・335)

1逝白1I 円r ':FiHM;%。今竺 。専凭 調査期間 4デ竺麿原因
とうきょうと

東京都
こくぶんじし

国分寺市1 13-214
350 11390 120120827
42′ ?27′ 1 ～

にしこいがくぼ

西恋ケ窪 11.1"?50.i" 1 20120831

種1?[￥螢咥啄1上な遺構 「王万i廟1し峠己事項
散布地 なし

1所在地 1 裡γー2FE"fa?。竺 調査期間 4〒調査原因
とうきょうと

東京都
こくぶんじし

国分寺市1 13-214
350 11390
42′ ?28′ ?201209101 12.68 ?分譲住宅建設

にしこいがくぼ

西恋ケ窪 2.7′ ?9.3"

弾別 一 主な時代 主な遺構 ?主な遺物?特記事項
なし

Yふりがが」
?所在地 j 釧γ一肇エゆ5竺 。専琶 調?査期間 ffi調査原因
とうきょうと

東京都

8。78。2。,,、.。演無話
鹸゛罪」1籠1蔽″゜

350 ?1390

20 口1′ I29′ ?201210011 6,99 ?集合住宅建設
58.g //j16.6′

(第4次)

3,40

論繭震藩
(第691次) 1

1

19.13 ?道路13-214 19
むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡

(第692次) 1

古代 レJへ穴1基(p-i) 土器

1

「所収遺跡名

8.33 ?個人宅造
むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡
(第694次) 1

1

1

目収遺跡名

19.81 ?その他建物建設37

No.37寵
(第9次)

1

1

1

ふ勺岱寸よ

所収遺跡名

58とうさんどうむさしみち

東山道武蔵路

(第2次)
1

1

1

所収遺跡名

13-214

1

1
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